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主 任 主 査 松 木    靖 君    

 

 

 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、５番、中村 実議員、２５番、松尾徹郎議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１９人でありますが、議事の都合により本日５人、８日５人、９日５人、１０日

４人を予定しております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き１人３０分であります。所定の時間内に終わるよう、質問・

答弁とも簡潔に、要領よくお願いいたします。 

なお、質問者及び関連質問をされる議員は、通告に沿った内容で質問をするようお願いいたしま

す。 

通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 〔８番 田原 実君登壇〕 

○８番（田原 実君） 

おはようございます。 

糸魚川２１クラブの田原実です。 

今回、私は相馬御風の顕彰事業の推進について、安心・安全なまちづくりについて、便利で住み

よい都市環境整備について、お尋ねいたします。 

特に、相馬御風の顕彰事業の推進については、最近、早稲田大学応援部合宿、早稲田大学グリー

クラブ公演が相次いで行われたことにより、相馬御風と糸魚川と早稲田大学とのつながりが、市民

に元気と夢をもたらす大きな財産であることを、多くの市民が理解する機会となりました。 

早稲田大学応援部糸魚川公演関係者の皆様、早稲田大学グリークラブ糸魚川公演関係者の皆様の

ご努力、そして市長行政からのご支援に対して、多くの感動をいただいた市民の一人として、この

場よりお礼申し上げます。 

また同時に、市民の関心が高まったこの機会をとらえて、今後のまちづくり、人づくりにどう生

かすのか、行政対応について伺うものであります。 

以下、事前に提出しました通告書に基づき質問いたします。 

１、早稲田大学校歌の作詞者、相馬御風の顕彰事業の推進について。 

(1) 今年度の早稲田大学の合宿、文化事業の誘致に対する市長の認識。 

(2) 早稲田大学校歌の作詞者、相馬御風の顕彰事業の今後と早稲田大学とのつながりについて。 

２、安心・安全なまちづくりについて。 

(1) 市防災計画、自主防災組織、市民防災活動による災害に強いまちづくりの推進について。 
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(2) 「糸魚川市耐震改修促進計画」の推進、特に避難施設となる学校施設の耐震性確保につい

て。 

(3) 新潟県の計画「犯罪のない、安心・安全のまちづくり」と糸魚川市の防犯活動の推進につ

いて。 

(4) 交通安全対策についての県と市と市民の役割分担と交通安全の推進について。 

３、便利で住みよい都市環境整備について。 

(1) 駅南東部及び中央大通り線沿線の、便利で住みやすい住宅地の整備について。 

(2) スムーズな開発許可や建築確認許可の体制づくりと民間業者との協力体制について。 

(3) 遺跡のまち糸魚川における市民の遺跡発掘負担への市の親切な対応について。 

(4) 新幹線高架下の有効利用による身近な公園や災害時の避難用広場の整備について。 

  例としての南押上遺跡発掘現場の新幹線高架下の遺跡公園整備と活用について。 

以上、１回目の質問です。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の相馬御風顕彰事業の１点目、合宿や文化事業の誘致につきましては、早稲田大学校歌の

作詞者である相馬御風の出身地という縁から、大学の応援部の合宿やグリークラブの演奏会が実現

いたしました。稲門会をはじめ関係者からも協力をいただき、多くの市民の皆様から関心をいただ

くなど、成功のうちに終了したものと認識をいたしております。 

２点目の御風顕彰事業の今後と早稲田大学のつながりにつきましては、昨年度、特別企画展「相

馬御風と早稲田」を実施し、早稲田大学から資料を借用し、開会式には奥島前総長からのご出席も

いただいております。 

また、糸魚川歴史民俗資料館における御風関係資料の常設展示、特別企画展、ふるさと短歌大会、

俳句大会などを実施するとともに、市内の小中学校の副読本に相馬御風の功績を掲載をして、顕彰

に努めております。 

今後ともこのような事業を継続しながら、顕彰に努めてまいるとともに市内の稲門会をはじめ大

学の関係者と連絡をとりながら、大学とのつながりの強化に努めてまいります。 

２番目の安心・安全なまちづくりの１点目、災害に強いまちづくりにつきましては、平成１８年

度に策定した糸魚川市地域防災計画に基づき取り組んでいるところであります。 

ご質問の自主防災組織の組織率につきましては、本年８月末現在で４７％となっており、今後も

組織化に向けて取り組んでまいります。 

また本年度、新規事業として自主防災組織や自治会等を対象に、防災リーダー研修を開催いたし

たところ好評いただいておりますので、次年度以降も引き続き開催してまいりたいと考えておりま

す。 

さらには、市民の皆様に防災意識を持っていただくきっかけづくりといたしまして、防災講演会



－ 45 － 

＋ 

や出前講座などを行っております。 

いずれにいたしましても、日ごろから各家庭や地域の中で防災意識を高め、自分の命は自分たち

で守る自助・共助をさらに普及をし、市民による防災活動の活性化を支援してまいります。 

２点目の耐震改修計画につきましては、平成１９年度現在で耐震性が劣ると推計される住宅を、

平成２７年末までに半減することを目標として進めます。 

また、避難施設となる学校施設の耐震性確保に向けまして早急な対応が必要と考えており、国が

求めている平成２４年度までに学校施設の耐震化が達成できるよう、整備計画を立ててまいります。 

３点目、防犯活動の推進につきましては、本年４月から糸魚川市犯罪のない安全・安心なまちづ

くり条例を施行いたしております。本年度は同条例に基づき、具体的な推進計画を策定することに

しており、新潟県の計画と整合性を図りつつ、市民、地域、事業所、警察、その他関係機関と行政

が連携を深めながら、防犯活動の推進に取り組んでまいりたいと考えております。 

４点目、交通安全対策での県と市と市民の役割分担でありますが、県や市につきましては、道路

管理者としての責任と交通安全意識の啓発に努めることであると考えております。 

また、市民からは自分の安全はみずから守ることを基本に、運転者、歩行者としての交通規則の

遵守が大切であると考えております。 

市といたしましては関係機関、団体などの協力をいただきながら、交通安全の推進に努めてまい

ります。 

３番目の住みよい都市環境整備の１点目、駅南東部及び中央大通り線周辺の整備につきましては、

一部ではミニ区画整理事業で実施した区域もありますが、今後も良好な住宅地の形成を図るため、

地権者や地元の協力を得る中で、ミニ区画整理事業等を検討してまいります。 

２点目、開発許可等の体制づくりと民間業者との協力体制につきましては、開発指導要綱や建築

基準法の事務処理要綱に基づき、民間業者に対して適正な開発や確認許可の指導に努めてまいりま

す。 

３点目の遺跡発掘調査の負担につきましては、個人が建設する住宅地が遺跡範囲内、あるいはそ

の周辺地である場合、その工事に先立って遺跡の有無と遺跡の内容を確認する調査を、国、県、市

の経費負担によって実施しており、建設工事等に支障が生じないよう適切に対応しております。 

４点目、新幹線高架下の有効利用につきましては、現時点では整備する計画はありません。 

例としてのご提案でありますが、南押上の遺跡調査は新幹線の高架建設に伴う記録保存を前提と

したもので、新潟県教育委員会の委託を受けた新潟県埋蔵文化財調査事業団が実施いたしておりま

す。調査結果は、他の遺跡などと比較しても、遺跡公園整備を検討するほどのものではないと考え

ております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

早稲田大学校歌の作詞者、相馬御風先生の顕彰事業の推進について、２回目の質問に移ります。 
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市民と大学関係者が熱心に誘致した早稲田大学応援部１４０名の合宿が、８月４日から１４日ま

で行われ、８月１０日に糸魚川駅前と青海総合文化会館きららで合宿の成果を披露する公演があり

ました。 

きらら会場では公演後、ロビーに整列した応援部の皆さんと握手し感激する市民の方や、また来

てくださいね、あるいは元気をありがとうと涙を流す市民の姿がありました。合宿成果を市民にご

披露いただくことで、市民が元気になれるという効果が証明された今回の早稲田大学応援部誘致の

事業は、糸魚川の新しい時代の扉を開いたよい事業であったと思います。 

糸西タイムスの記事では、早稲田大学応援部主将の奥島さんは、予想以上の市民の反響をいただ

いた。技術だけでなく心を磨くことができた。市を挙げて歓迎してくれた皆さんと触れ合うことが

できてよかったと感激しきり。１３日に上早川小学校で行われた合宿生活としての応援の披露では、

市内外から詰めかけた観衆を魅了し、ぜひ来年も合宿に来てほしいと部員に呼びかける市民もいる

など、部員、市民双方にとって意義深い合宿になったと報道されています。 

市民のためにも継続していただきたいと思うのですが、クリアしなければならない課題は何かと

いうことも含めて、今後の行政からの支援、協力について、市長の考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

早稲田大学の応援部合宿誘致にかかわった担当課としてお答えを申し上げます。 

今回の早稲田大学応援部の合宿誘致につきましては、平成１８年度から地域振興局を中心に準備

をしてきたものでございまして、本年度は各施設の協力、支援のもと、８月４日から８月１４日ま

で実施されたところでございます。 

我々としては交流促進にも、地域の応援、支援もあり、大変意義深いものであったというふうに

考えております。また、受け入れた施設からも合宿対応のノウハウを得たようでございまして、苦

労もあったが、成果もあったという報告を受けたところでございます。 

ただ、来年度以降の誘致に向けましては、市、地域振興局、さらには民間団体も加えた組織の充

実を図りながら、誘致に向けた検討を進める必要があると思います。 

ただ課題としては、まず、体育施設など練習場の確保、特に１０日間ほど貸し切り状態で使用す

るという状況がございます。こんなところにつきましては、施設担当との意見をまた交えた中で、

誘致の考え方を図っていく必要があるというふうに考えております。 

さらには１００名を超える人数の宿泊を、１施設で対応ができるのかというような課題もござい

ます。これらの課題については、今後組織の充実を図りながら、局と市、さらには民間団体と一緒

になって検討を加えるべきというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 
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○８番（田原 実君） 

一方、８月２１日の早稲田大学グリークラブの公演についてであります。相馬御風の作詩により

ます早稲田大学校歌「都の西北」、その「都の西北」を歌うために１０１年前に結成された早稲田

大学グリークラブの公演によって、相馬御風の功績をより身近に感じてもらい、相馬御風を顕彰し

ようという試みでありましたが、私はグリークラブによる「都の西北」を聞きながら、１００年以

上歌い継がれ、大学校歌という枠を越えて人々を感動させる「都の西北」をつくった相馬御風のす

ごさ、大きさというものを初めて感じたように思い、私たちは御風先生の残した功績を知っている

と言えるのだろうか。御風のふるさとに住む恩恵にあずかりながら、御風の音楽作家としてのすば

らしさを世に示しているだろうかと、改めて問いかけられたようにも思いました。 

さきのグリークラブの公演を聞かれた方がいらっしゃいましたならば、そのあたりを伺いたいと

思います。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 山﨑弘昜君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（山﨑弘昜君） 

お答えいたします。 

私もグリークラブの演奏は聞かせてもらいました。すばらしい演奏だと思いました。 

それから今、私も相馬御風の顕彰という資料館の館長もしておりますので、そういう意味では相

馬御風の顕彰にも今後、強く努めていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

ポイントは、御風先生の音楽作家としてという顕彰という部分なんでありますが、そういった切

り口から今後顕彰するとした場合に、これからの取り組みにおいての行政の課題は何かということ

で伺いたいのですが、現在、市で取り組む学校教育の中で相馬御風や、その音楽作品はどのように

紹介されていますか。先ほど市長から副読本で取り上げていると言いましたが、詳細について伺い

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

学校教育における顕彰についてでございますが、今ほどの市長の回答のとおり、小学校の社会科

の副読本ということで「のびゆく糸魚川」というのがございます。この中で御風が紹介されている

わけですが、小学校３年生、あるいは４年生で、ここのページを使って紹介するというのが、まず

１点でございます。 

それから御風がつくった音楽についてでございますが、現在は糸魚川小学校が、御風の歌につい
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て学習をしているというふうに把握しております。それから市内で７つの学校が、御風の校歌の学

校がございます。そこにつきましては、もちろん音楽の時間で学習をしてまいりますし、あわせて

校長講話等でそれについて指導しているところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

副読本で紹介されている、小学校ではやっていると、糸小ではやっていると。しかし、有名な音

楽作品である「春よこい」「夏の雲」「カチューシャの唄」、それから早稲田校歌も含んで、相馬

御風の音楽作品を教育現場で学び、歌う機会というものが、私は必要だと思います。その辺はいか

がでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

お答えします。 

総合的な学習の時間等で、地域を知る活動がございます。その活動と絡めて、今ほどお話がござ

いました音楽等についても、また各学校で取り組みを話をしてまいりたいと、こんなふうに思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

相馬御風の音楽作品に触れ学ぶことは、糸魚川に生まれ育つ確かな人づくりのために、学校教育

で必要だと思います。学校教育の初期の段階から学習し、さらに大人になってからも生涯学習の中

でフォローアップしていくよう、市民が相馬御風の音楽作品を学ぶことをしっかりと位置づけして

ほしい。ふるさと教育、生涯学習の大きな柱として取り組んでいただきたいと思います。 

グリークラブ糸魚川公演に話を戻しますが、関係者の方のお話では、今回の公演によりグリーク

ラブのメンバーからは、相馬御風についての関心を高めてもらえたし、早稲田大学と糸魚川とのつ

ながりがいろいろと見えてきた。早稲田大学とのつながりによる文化交流について、さまざまな可

能性が出てきたと考えているとのことでした。その点、糸魚川市の考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

以前から早稲田大学との交流というのは続いておるわけでございますし、その辺がなかなか市民
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に広がってないというのも実感をいたしておるわけでありまして、それをどのようにしていくかと

いうのは課題だろうと思っております。 

しかしながら、我々は相馬御風生家の近くに町家等ももっていながら、その辺をまた盛り上げて

いったり、そしてまた時報やいろんな面でそれを使っているわけでありますが、今ほど言ったよう

な広がりのないのも現実であるというのも、私は認識しておる次第でございまして、その辺をどの

ようにしていくかというのも、これから考えていかなくてはいけないんだろうと思っております。 

しかし、このたびの早稲田大学の応援部の取り組みについては、非常に効果があったものと思っ

ておるわけでございますので、これからどのようにしていくか、考えていかなくてはいけないわけ

でございますが、しかし、毎年おいでいただけるというのは、何か難しいというのを聞いておりま

す。いろいろ回っていくという一つの手法をしておる中においては、その辺をお聞かせいただいて

おるわけでございますので、ほかのところはないのかというのは、これは昨年から要望させていた

だいてるわけでありますし、それが実ったわけでございますので、また違う面からも考えていかな

くてはいけないと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

市長が普段からおっしゃるつながりづくりの大切さ、そういったことからもつながりをさらに深

めるといったことで、早稲田とのつながりづくりも進めていただきたいと、それをまたまちづくり

にも展開していただきたいと、このように要望する次第であります。 

私は交流人口の増大のために、今あるつながりをさらに深める。そのためにいろいろと自分なり

に調べたりもしておるわけでございますが、先日も大勢のツアー客を集めてにぎわった根知おてて

こ舞、これと早稲田大学とのかかわりについても知る機会がありました。市長のお膝元のことでも

ありますが、ご紹介させていただきたいと思います。 

昭和３０年代の初めに、今はお亡くなりになりました日本の民俗芸能研究の第一人者、早稲田大

学教授の本田安次先生が、根知山寺に調査に入ってそれを発表。そのことから、数年後には日本青

年会館の全国芸能大会において山寺の舞、踊りが「おててこ舞」と名づけられて披露されました。

その後、県、そして国からもその価値を認められ、重要無形民俗文化財の指定を受け、ことしは農

協観光による首都圏からの見学ツアーも始まり、おててこ舞は今また脚光を浴びつつあるという状

況の中で、本田先生という早稲田大学が生んだ日本の民俗芸能研究の第一人者と糸魚川とのつなが

りを生かして、早稲田大学とのつながり、民俗芸能研究機関とのつながりをつくり、民俗芸能調査

合宿を根知をはじめ市内各地に誘致する可能性があると思います。こういった取り組みについては、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 山﨑弘昜君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（山﨑弘昜君） 

お答えいたします。 
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今言われました本田安次先生ですけども、民俗芸能の第一人者であるということだとは知ってお

りますけれども、それ以上は知りませんが、今後この先生のことを検討しながら、今後、おててこ

舞、それから民俗芸能ということでも、検討をしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

どうぞよろしくお願いいたします。 

さらに谷村美術館を設計した日本を代表する建築家、村野藤吾も早稲田大学理工学部建築家卒業

です。村野先生の場合も早稲田という枠を越えたビックネームですが、再晩年の名作、谷村美術館

を、ご縁あって糸魚川に残されていった。 

こういった早稲田大学とのつながりを調べれば、かなり出てくるのではないでしょうか。あとは、

これらつながりを情報としてデータベース化し、企画し発信して糸魚川に交流人口を呼び込む事業

として展開することが必要であると考えますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

交流人口の増大につきましては観光面ばかりではなく、いろんなつながりの中で、当市においで

いただく人たちを増加させたいというのが、交流人口の増加という考え方でございまして、我々も

このようないろんなつながりをつかまえながら、多くの方から糸魚川市においでいただくような、

施策の展開をしてまいりたいというふうに考えております。これは観光ばっかりではございません。

文化のつながり、それからいろんなつながりが出てまいると思いますが、これらを一つ一つつくり

上げながら、交流人口の増大につなげてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

では，安心・安全なまちづくりについての２回目の質問に移ります。 

２０年度からの糸魚川市の重要項目の１つに、安心・安全なまちづくりの一環としての自主防災

組織の向上を大きな課題として取り組むと、たしか３月議会で消防長が答弁されていると思います。

自主防の組織化について、市内の地域間で差が生じていると思うのですが、災害時の避難、特に要

援護者の避難にも差が出るのか。そのあたり、どうお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 
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自主防の組織率につきましては、先ほど市長答弁のとおりでございます。 

お尋ねの各地域間におけるところの率の差でございますが、確かに数字的には差が生じておりま

す。ただ、かねてから自主防のあり方について、この機会でもって答弁させていただいております

が、当糸魚川地方につきましては自主防災組織という、きちっとした規約の中でまとめられている

ものは４７％でございますが、やはり前からありましたいわゆる自治体組織、あるいは公民館組織

という地域コミュニティが、他の大都市に比べまして幸いなことに確立されておるものでございま

すから、今お尋ねのような確かに自主防という規律のある組織の中で行動していただくのは、一番

理想形でございますが、大きな災害が生じたときに、従来からの町内会や、あるいは公民館組織の

中で、その中でも十分にご活動していただけるものというふうに期待しておるわけでございますが、

より一層、さらに機能的な活動をしていただけるために、今我々が進めております自主防組織の、

さらに組織化の率の向上に努めていきたいと、かように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

防災対応を組織をつくっていくという切り口から、もう１つ人づくりという切り口も考えてみな

ければならないのではないかなと思いまして、以下の質問に移るわけでございますが、地域で防災、

災害時の避難対応においてやはり心配なのは、要援護者の避難であるわけです。要援護者の避難の

手順、ガイドライン、そういったことを並べ立てても、本当に弱い立場の方たちを災害時に助けら

れるのだろうかというのが、私の率直な感想なのですが。 

確かに自主防は必要で、よく言われる災害時の自助、共助、公助において、組織があることによ

り機能的で、合理的で、効率的な救助活動が期待できるという考え方は正しい。ただ現実に、ひと

り暮らしのお年寄りなど自助が困難な方への救助活動においては、機能的で、合理的で、効率的な

救助活動という考え方だけでは、おのずと限界があるのではないか。地域の中に助けてくれる人を

いかに育てるか、防災と福祉と教育がミックスされた人づくりも進める必要があるのではないかと

思うのですが、そのあたりはいかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

災害に強いまちづくりの一番の視点は、今ほど田原議員ご指摘のとおり、やはり地域で助け合い、

そしてリーダーとなって活躍していただける人育てが一番大切であろうと、かように考えておると

ころでございますので、見解は全く一緒でございます。 

そのような意味合いから、今年度の市長の重点施策の１つといたしまして、安心・安全なまちづ

くりの中で、地域の中でご活躍いただける方々を育てるために、いわゆる自主防のリーダー育成事

業というものに取り組んでおりまして、先ほど答弁にもございましたように、非常に多くの皆様方

から関心を持ってご参画いただいておりますし、また、評価につきましても非常に身近なところか

ら、あるいは市の職員の手づくりのリーダー研修であったゆえに、非常にためになったし質問もし
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やすかった。またこれも続けてほしいというふうなご要望もいただいておるものでございますから、

先ほどの市長答弁のとおり、来年度以降もこれを継続していきたいと思っております。そして、そ

の目的は、今議員ご指摘のとおり、やっぱり地域で核になっていく人材を育てていくことが一番大

切と、かように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

消防長がおっしゃるとおりでございます。そしてその核となる人をつくり、そしてそれが地域全

体で今度は底上げと言いますか、そういったものへの取り組みというものも、また必要ではないか

と。 

ひとり暮らしのお年寄りが住んでいる近所に、もしものときに助けないといけないと考える市民

がいたとした場合に、救助活動中のリスクを含めてどう対応したらよいのか、これは防災の知識が

必要。同時に、そのお年寄りのことを普段から気にかけ、万が一の場合には、手助けしましょうか

と声をかけるだけの人間関係をつくるには福祉の心、あるいは公共心と言うか、他人を思いやる人

間としての品格形成も必要というわけで、そういった人づくりに関して学校教育からの取り組み、

市民に対しての取り組みが欲しいと私は思います。 

極端な例かもしれませんが、まともにあいさつのできないような人や他人を尊重しない人と、災

害時には助け合って要援護者を救助することは、私の想像の限界を越えています。小学校から防災

の知識を身につけると同時に、助け合う福祉の心を育て、世代を越えて、あるいは世代をつなぐ価

値観を共有する必要があると思います。そういったことで、今回、課題を提起しております。いか

がでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

私たち防災担当者の研修の中で常に例として出されますのは、マスコミでも取り上げられており

ます旧山古志村の災害時における対応でございました。 

やはりこれについても何も機械的な、組織的なものの機能ではなく、旧山古志村という小さない

わゆる村落、共同体であったがゆえに、隣近所が顔の見える人間関係が醸成されておったがゆえに

こそ、非常に最小限ないわゆる人的被害を抑えることができたという、一番いい例として我々が今

教育をいただいているところでございます。 

そのようなことから今ほどご指摘のように、やはり幾ら機械的な合理的なものをつくっただけで

は、魂を入れなければ何もならないわけでございますので、やはりこれは最終的な安全なまちづく

りというのは、防災だけではなく地域コミュニティが確立された、隣近所の顔が見える本当の意味

のまちづくりが大切であろうと、こういうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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田原議員。 

○８番（田原 実君） 

以下、提案というふうにとらえていただければと思いますが、小学校のときは一人一人が、自分

で災害時にとるべき行動、自助について学ぶという段階。それから中学、高校では、みずからが地

域住民の立派な一員であることを認識させ、地域防災活動に参加し、共助について学ぶという段階。

そして次のステップとしては、若者と大人が地域防災に関してコミュニケーションできる場をつく

り、自助、共助、高齢者の救助について学ぶという段階。これが連続し、世代継続する災害に強い

まちづくりを、私はこれから行政で取り組んでいただきたいと、このように提言するわけでござい

ますが、感想でも結構でございます。そのあたりいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

地域へ出向きまして、自主防組織の育成を働きかけておるところに、ではどうしたら、何をした

らいいんだというような。例えば、家にはあんまり若い人がいないからというような声も聞くわけ

でございますが、やはり今議員が言われましたように、それぞれ年代が持つ特性というのがあろう

かと思います。肉体的な救助活動をできる壮年層がいなくても、やはり経験を積んだお年寄りがお

られれば、我が地域、我が村のここのところの地盤が弱いんだとか、雨が降れば、ここの方から水

が流れて来るんだとかという、そういう蓄積された知識を逆に教えていただくことも、これは大き

な意味で。何もがれきの中から要救助者を引き出すだけが、自主防と私は考えておりませんので、

そういう意味でのそれぞれ年代が持つ。もちろん中学生、高校生は一番肉体的に元気ですから、肉

体労働的にご活躍いただきたいわけでございます。 

そういうふうにして、やはり年代が持つそれぞれの特性というものを出す中でやれば、何も全員

がヘルメットをかぶって、がれきの中へ飛び込む必要はないわけでございますので、そういう趣旨

が伝わるようにも、また自主防育成の懇談会等の中ではお話をしていきたいと、こう思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

だれが助ける、助けられるということだけでなくて、それぞれの世代の中で一人一人が、そのと

きどうあるべきかということを知る人づくりをしまして、世代継続をする災害に強いまちづくりを

進めていただきたい、また進めたいと思います。 

それには日常でも、防災の仕組みを学ぶ機会をつくることが必要です。これもまた提言になりま

すが、市には番組制作ができるセクションがあるのですから、防災教材番組を糸魚川市でつくり、

公共放送やインターネットで配信し、家庭で子供もお年寄りも一緒に防災を学習したり、ＤＶＤに

して配布し、各地区集会時に多くの市民が見て、考えて、意識を持っていただくといった市民の防

災意識をつくる取り組み。 

それから子供たちはゲームになじみ、シミュレーションを楽しむ能力がありますから、まずはゲ
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ーム感覚で学校周辺の防災マップをつくってみたり、あるいは例えば「おばあちゃんを救え」とい

ったゲームを行政、あるいは市民でもいいのですが考案して、子供たちに防災と救護を学んでもら

うといった取り組みも、あわせて提言したいと思います。 

教育現場の話が出ましたところで、学校施設の耐震性確保について伺います。 

過去に市民のための避難施設、特に身近な存在で、しかも収容人員が多く見込まれる学校施設が、

市民にとって公平、公正に配置されていない例として、糸魚川東小学校の耐震改修のめどが立たな

いままであるということについて質問し、市長からは、すぐに倒れるとは思わないと答弁をいただ

いたと記憶しておりますが、この３月に定められた糸魚川市耐震改修促進計画で避難施設、特に市

民に身近な学校施設の改修計画が、市民にとって公平、公正な順位づけとなっているのか、改めて

説明をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸教育総務課長。 〔教育委員会教育次長教育総務課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長教育総務課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

これは報道等でご案内かと思いますが、私どもは２７年という短期の中で想定をして、これから

の耐震改修というものを考えておりました。 

国の方ではそれを３年前倒しということで２４年までに、これはＩＳ値でいうと０.７という倒

壊のおそれがあるという建物であります。さらには０.３という、特に倒壊のおそれが強いという

ものについては２２年度。こういう国の方針というものが示されておるわけですから、これを前倒

しにいたしまして、先ほど東小学校の例も出てまいりましたけども、学校数でいうと、今それらに

該当するものが８校ございます。これらを２４年までに、すべて改修をする計画をつくらなければ

ならないということでありますので、当然、市としても早い機会に、その改修を終えるということ

が重要と思っております。非常に短期間の中でこれら８校を、４年間の間にすべてやるというのは、

非常に工夫の要るところだというふうに思っておりますが、そういう計画を今立てておるというと

ころであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

国の方針で、糸魚川市内の学校施設の耐震改修計画も大きく変わると。前倒しで進むということ

で理解してよろしいですね。 

では、いつごろ、どこを工事する予定かということの確認はさせていただけませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸教育総務課長。 〔教育委員会教育次長教育総務課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長教育総務課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 
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１つ１つの学校名等は、ここではまだ発表すべき段階に至っておりませんが、学校建設というの

はご案内のとおりどうしても設計、それから校舎、屋体、順調にいきまして３年かかると。大きな

ところでは、どうしても４年かかってしまう、基本設計というものが前に入ってまいります。そう

すると、あと４年しかないわけですので、改築を前提とした大きなものについては、すべて最初か

らやっていきますと、横並べでヨーイドンということになってしまいます。 

したがいまして、前の方がすべて空いてくるということ。設計段階でハードの建築関係が、そこ

が何もないということになりますので、耐震補強、こういったものにつきましては極端な例で申し

ますと、その年に設計をして、その年に完了もできると。あるいは設計をし、翌年、改修ができる

ということになりますので、逆にそういうものを２１年度、２２年度というところへもってくると

いう、その辺の工夫も今しているところでありますし。 

また一方、年度、年度で私は申し上げましたけども、その年度で切ってしまうと非常に今言った

ような、ある程度年数がかかるということになりますので、これを県との協議の中では継続設定を

して、年度にこだわらないで、その年に例えば４割できたとするならば、翌年に６割もっていくと

か、そういった工夫もしてまいりたい。このことは建築確認申請ですとか、そういった前作業が非

常に今時間がかかるということもありますので、そういった工夫もして、すべて８校について

２４年までに終了したいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

どこをどうという、そのスケジュール表に関しましては、恐らく近々、また常任委員会等で伺う

ことができるんではないかなというふうに期待を申し上げますが、ただ２２年、２４年というめど

の中で、全体的に前倒しということになりますと県や国との調整、それから地元への説明、それか

ら設計申請業務と、ざっと思いつくだけでも、かなりの作業をこなすことが予想されます。これを

こなすだけの人材が役所にいるかということです。 

それは職員各位の能力について云々ということではなくて、絶対量として対応できるかどうか心

配だということですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸教育総務課長。 〔教育委員会教育次長教育総務課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長教育総務課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

特に重要になってくるのは、いわゆる建築の専門性を持った人間ということになろうかと思いま

す。いろいろ地域住民、あるいは学校周辺の関係者、こういった人たちと話をしていくとしても、

一般の事務的な人間は、それは都合がつくと思いますが、特にそういった技術的な面になると、そ

れだけの知識がないとということになります。 

幸い当市におきましては、今、建築関係の技師が８名おりまして、そのうち１級建築士が６名と

いうような実態でございます。ただ、教育委員会には１名しか現在配置をされていないということ
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でありますので、これは庁内の連携を強めてこの８名の建築士の力も借りながら、当然２４年とい

う目標に向かって、やってまいりたいということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

今回の私の質問は、身近な学校施設の耐震化が、市民にとって公平、公正に配置される計画とな

っているか。住民がそのことをよく理解してくれるかという、そういったところでございまして、

そういうことに関して今回前倒しになります計画変更後も、市民からの理解が得られるようにして

いただきたいと思いますが、その辺だけ確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

学校耐震化につきましては、今、山岸課長の方から言いましたように、やっぱり市長が言いまし

たように、平成２４年までに計画を立ててやるということになっています。ですが実際には改築で

終わるのか、補強で終わるのか、いろいろまだ中身を詰めなきゃならんことがありますので、そこ

ら辺を詰めまして対応していかなきゃならんと。やはりそこら辺が一番、３年間の中で整備するに

は大変な額になっております。やっぱりそこら辺の調整が必要なことも内部でしっかり詰めて、整

備計画を立てていきたいと思ってます。 

それから当然この４年間、あと２４年の中の間ですので、その整備の内容によっては、地元の方

によく話をしながら進める中で取り組んでいきたいというふうに思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

最後に私なりの提案なのですが、糸魚川小学校や糸魚川東小学校のように市街地に位置し、避難

受入対象者が多い施設の改修や改築がもし後回しとなるような場合、そこをフォローするために、

その地域の商業施設を学校施設にかわる避難所として、あるいは一時的な集合場所として使用でき

るよう、行政から働きかけていただけたらと思います。 

広い駐車場があり、流通備蓄があり、食料や飲料水の供給が受けやすいとなれば、住民からの理

解も得られやすく、企業の社会貢献として行政、住民に協力する防災となると思いますが、その辺

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 
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大きく集まる場所というのは、やはり学校とか公民館とかいろんな施設が一番いいわけでありま

すので、今のようないろんな整備と重なってくれば、それらにかわる何かを、当然、市民の方から

の協力というのを検討しなきゃならんと思ってますので、そこら辺につきましては、また担当部署

で話を詰めて、混乱をしないようにしていかなきゃならんというふうに思っております。当然、市

民から協力いただけるものがあれば、そういうものを活用していきたいというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

では、犯罪のない安心・安全のまちづくりと、糸魚川市の防犯活動の推進についての２回目の質

問です。 

糸魚川市犯罪のない安心・安全なまちづくり計画のその目的をどう市民にアピールし、実施して

いきますか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

まず防犯ということになりますと、自分の安全は自分で守るというのが基本的なことであると思

っておりますし、また、さらには地域の安全は地域で守るというような形が、一番大切なものだと

いうふうに考えておりまして、私ども２０年４月１日施行の条例化をいたしたわけでございますが、

推進計画等の具体的な計画を持ちまして今後進めてまいりたいと、このように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

それでは市民一人一人が、その実践のために取り組むものとして、どのようなものがあると行政

では整理されているか。また、その意識を市民に持ってもらうためには、どのようなことをしてい

くつもりか。 

それと、それに対応して各地区、例えば寺町区とか中央区とかでまとまって、犯罪のない安心・

安全なまちづくりの実践のために取り組むものとしては、どのようなものがあると行政では整理し

ているか。また、そういった団体による防犯の実践のために、行政からどのような支援をお考えか、

お聞かせいただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

今ほど申し上げましたとおり、いわゆる自分で自分を守るというのが、まず基本でございますが、
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それに対してもいろいろな情報、例えば最近の例では不審者情報でありますとか、いろいろなもの

があるわけでございますけども、そういったものの情報提供、そういうものが必要であるというふ

うに考えておりますし、安心メール、あるいは防災行政無線等々のそういったもの等の活用。さら

には、また地域、地域における防犯の講習会、そういったものは、今後、当然必要でありますし、

今までも行っているものの充実というものも、必要であるというふうに考えております。そういっ

たものを、今後これから策定いたします推進計画の中で、いろいろの形で検討していきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

もう少し明確に、具体的にお答えをいただけたらなと思いますが、それは今は検討中ということ

なんでしょうかね、計画の中で。 

１点、一生懸命取り組む団体による防犯の実践のために、行政からどのような支援を考えていま

すかといったところは、お答えいただいてないんですが、そこだけどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

これらをいわゆる進めていただくには、当然そういった地域、あるいは団体、そういったものに

負うところが大きいわけでございますので、そういったものの支援についても、当然、推進計画の

中で、また考えていかなきゃいけないというふうに考えておりますし、先ほど申し上げましたよう

に、例えば人材研修、リーダー研修というような形の中での人材づくり、あるいは今現在も行って

おります例えばパトロールに関しましては、種々な用具の提供でありますとか、そういったもの、

あるいは情報の提供というのは、行政的な支援の１つかと、このように考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

では一体、一番弱い立場にある子供たちを取り巻く犯罪予防のために、今度は子供自身が身につ

けることで防犯となること。また、地域ぐるみで取り組んで防犯となることなど、地域、地域で学

校関係者も含めて防犯会議を開き、参加者同士で知恵を出し合い、それを実践することが、有効な

ことではないかと考えますが、そのあたりの取り組みはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 
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まさにそういう形での取り組みを、お願いを申し上げるということになろうと思っております。

地域ぐるみ、あるいは学校ぐるみ、そういったものでの防犯意識の高揚、あるいはパトロール、い

ろいろお願いするむきが非常に多いと、このように思っております。 

そこに対する行政の役割を果たすということについても、今後、検討していかなきゃいけないと

いうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

今こうしているときも、市内のどこかで犯罪が起きる可能性があるし、弱い立場の人が、そうい

ったものに巻き込まれる可能性もある。そういったことの緊張感を持っていただきまして、単に計

画をつくりました、説明をしましたということだけでなくて、きょうからとにかく始めていく。そ

して、その計画を早く市民の皆さんから理解をいただいて実践していくといったことで、強く進め

ていただきたいなと、このように思います。 

そういった意味で、私は地域、地域の防犯会議等に行政も顔を出して、地域の防犯意識を高め、

市民のやる気を引き出すコーディネート役を努めていただきたい。市民はながらパトロール、登下

校時の玄関先での見守りと声かけ、そしてこれは提言ですが、花いっぱい運動とあわせて庭先の水

くりをやりながらの見守りなど、市民が主体となる防犯活動を進めたい。そして地域づくりで防犯

活動をしているぞ、だれかに見られているぞということを、犯罪者にも住民にもアピールする看板

の設置等を行う。こういったものに対して、行政からの支援をいただけるような形をつくっていた

だきたいと思いますが、そういったことはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

１つの提言といたしまして今後検討してまいりたいと、このように思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

では、交通安全対策についての県と市と市民の役割分担と交通安全推進について、交通安全の市

民からの要望をどのように吸い上げ、実施しているか。それが例えば県からの許認可が必要な場合

に、速やかに実施するためには、どのような努力をしているか、具体的に説明をいただければと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 
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質問にお答えいたします。 

実施方法についてでございますが、まず、例えば糸魚川地域を例にいたしますと、毎年、地区交

通安全協会糸魚川支部の皆様と、糸魚川警察署や県、市など交通安全パトロールを実施しておりま

す。その中で各地区からの要望について実際に見て、継続検討のもの、実施できないもの等、ある

いは要望についてすぐできるものというふうにランク分けをしております。 

平成１９年度につきましては、５０カ所のパトロールをいたしました。その中でランク分けをい

たしまして、１３件はすぐできるものとして処理しております。その中で警察関係が２件ございま

した。もちろん、このパトロール以外でも順次実施しているものもございます。 

昨年のパトロールの中でも、例えば９カ所の信号機の要望がございましたが、設置の計画という

ものにつきましては、先ほど警察のすぐできるという中では、１カ所取りつけというような回答が

ありました。 

あと速やかに、どのような努力をしているかというご質問でございますが、今申し上げましたよ

うに地区の安全協会や、あるいは警察と密接な連携を保ちながら、市といたしましても、これらの

要望に沿って交通安全に努めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

ご説明にありましたその連絡会議ですか、毎年ということは、これは年に１回のチャンスという

ことなんですかね。年に１回しか、その会議はないということですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

パトロールにつきましては、年１回実施しております。あと協会の役員会等がございますので、

その中でも論議はされているということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

要するに、年１回の会議の中で協議をするわけですから、また来年までその間何も進まないと、

こういうふうにもとれるわけです。そうした場合に地域住民の要望に対して、速やかに対応できる

のかと言えば、できていないという状況だと私は思います。 

ここでお願いしたいことは、県から市へ権限移譲を図っていただき、通学路の横断歩道の設置な

ど、交通安全の取り組みなどを今以上に速やかに実施していただきたいということであります。 

市民からの要望があり、市もその必要性を認めた場合には、信号機はそうはいかなくとも、市道

における横断歩道の設置に関しては、市の判断で実施できるように、県から市への権限移譲を進め
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

１年に１回のパトロールでということで、市民の要望にこたえられないのではないかという今お

言葉をいただきましたが、決してそんなことはないと思っております。交通安全協会と、そして道

路管理者と、警察と、公安委員会と一体となって、その要望されたところを１年に１回確認するこ

とであります。それは１年間の間に出された要望をみんなでパトロールと言いますが、その要望さ

れたところを回って歩いて、みんなでこれはどうということのご意見を聞いた中で、判断をする会

でございます。ですから１年間の要望をその中で確認、そしてどのように進めていくか。そして今

ほど課長が言いましたように、すぐやる、そしてこれは少し様子を見る、これはできないというよ

うな判断のより分けをするわけでございまして、私はその要望は十分そこで整理をされて、とられ

てるわけでございまして、その１年間の中というのは各区長さん方や、またいろんなところの要望

を、その地区の交通安全協会が取りまとめて進めてる事柄でございますので、ご理解いただきたい

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

例えば幹線道路や生活道路が整備されて、そこが通学路等になった場合に、ここにやはり横断歩

道が必要だということを地域の住民の方、あるいは地区の区長さんが認めた場合にも、その協議を

するのは、今度の会議まで待たないとできない。しかしながら通学路では使いたいといった、そう

いった具体例もあるわけでありまして、そういったときに、やはり市として速やかな対応をしてい

ただきたいというのが住民の要望でございます。 

市長のお考えとしては、その中でもやっていけるということでありますが、そうすると市長、今

の状況でよろしいから、県から市へ権限移譲を図っていただく必要はないというふうにお考えです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

どこがやろうと、やはりやるのは１つの中で進めているわけでございますし、１つの考え方はそ

ういう形であるわけでございますし、またご存じのように、各区長さん方が直接市へ要望に来てる

ところもあるわけでございまして、またいろんな事柄で動いているわけでございまして、ただ、ト

ータル的に動いているのは、その年に１度関係者が集まって、その場所を確認するわけであります。 

その中で地域から要望が上がっても、やはりここは他の地域と比べて、少しまだ先に送った方が
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いいんじゃないかというようなことがあったりもするわけでございますし、逆に、ほかのところは

やめても、ここはどうしてもやるべきだというような、やはり考え方が出てくるわけでございます

ので、その辺はやはりどこがなろうと、どこが管理をしようが、そういったみんなの考え方で、そ

の中で進めていくのが、私は一番いいやり方だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

市長の責任感の強さというものを、改めて感じました。 

では、住みよい都市環境の整備について、２回目の質問であります。 

合併前の平成１４年となりますが、３年以上かけたその計画が中断された駅南東部土地区画整理

事業の位置及び概要について、能生地区、青海地区の各議員もいらっしゃいますので、ご理解いた

だけるように、いま一度その概要を説明いただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

駅南東部土地区画整理事業、これにつきましては非常に当時の糸魚川市といたしましては大きな、

また、百年の大計と言えるような事業であるというふうに私どもも考えております。 

そういう中で、歴代の糸魚川市の行政をあずかる人たちが、真剣になってこの問題について取り

組んできたというふうに理解しておりますが、残念ながら先ほどのお話にもあったように、当初、

３３ヘクタールぐらいの計画から１５ヘクタールに縮小した中で何とか実現をしたい。そして道路、

それから用水、公園、緑地、いろんな面で、計画的なまちづくりをしていかなきゃならんという熱

意を持ってやってきたわけでございますが、やはり残念ながら用地等につきまして、ご理解をいた

だけない方々もおいでになったというのも、事実なんだろうというふうに思っています。 

それらを勘案する中で、市としては断念せざるを得なかったということでございまして、この点

につきましては、やはり今後の糸魚川市と、これは新しい糸魚川市にとりましても、この地域につ

いての対応というものにつきましては、大きな課題であるというふうに理解をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

人数で３割の不同意から中断した計画とはいえ、中央大通り線周辺の便利で住みやすい住宅地と

しては、今後も宅地整備を検討していく場所ではないかと私は思います。 

先ほど市長のご答弁では、ミニ区画整理事業でやってはというお話もありました。計画の中断直

後に、ミニ区画整理事業で整備したところ、大型店舗が張りついたところがあり、今後はやりたい

人が自分たちでやる。そこだけに行政は支援していきますよと、そういった考え方もあるでしょう。

しかしながら、当初の駅南東部区画整理の中で改修しようとしていた市道、用水路で、古くて危険
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な箇所が多数あるような場所は、そこを通行する大勢の市民のために放置したままにはできない。

ましてや管理者が糸魚川市である水路や道路など広い範囲に及び、線でつながる施設の改修につい

ては市の責任と思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

この計画がどれほどの時間経過した段階で、そのような税金を１００％利用する事業として取り

組めるのか。ここら辺は非常に住民の皆さんとの整合というのは、難しい問題があるんだろうとい

うふうに思ってます。 

ただ、お話のように緊急性やら危険性というようなものにつきましては、これは逐次、道路管理、

または用水管理、いろんな面で管理者としての責任というものを感じながら、対応していかなきゃ

ならんというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

駅南東部の場所は、中央大通り線が開通したことによって大きく環境が変わりましたね。それで

住みよい都市環境をつくるということで、その整備のポイントとなる生活道路の配置について、私

は重ねて伺いたいのですが、中央大通り線と直行する道路の整備の状況、それからその整備計画と

いうのはどうなっているかということについて、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

１つには市の総合計画、これは幹線道路を中心にいたしまして記載をされているものでございま

すし、また、単年度ではなく継続事業等の中でお示しをしてる。 

ただ、今お話のようないわゆる幹線道路に当たらない生活道路。この点につきましては住民の皆

さんに、どのような形で私どもが実際に取り組んでいく、そこら辺の状況を周知をしていくか、こ

れは非常に難しい問題でございます。お話のありましたような危険性やら、また道路としての必要

性というようなものを、それぞれ時期、時期によって検討するという状況でございます。 

そういう中で、やはりこれは糸魚川市だけでなくて、このような道路が住民の皆さんに、いつの

時点で周知ができるのか、それは非常に難しい課題ではないかというふうに思っております。ここ

ら辺につきましては、今後、市としても計画がどういう形で、それぞれそこに生活をしている方々

に周知ができるのかな。これは真剣になって考えていかなきゃならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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田原議員。 

○８番（田原 実君） 

そういった生活道路の整備計画というのは、市民はなかなか知ることができない、オープンにな

っていないと、こういうことですよね。逆に言いますと、そういうことですね。 

しかし糸魚川市総合計画には、住みよい住居環境を整備するために、その基盤となる良質な宅地

の供給と住宅の整備促進をし、快適な生活基盤づくりを推進するというふうに書かれております。 

生活道路の整備計画をはじめとしまして、そういったまちづくりの基盤づくり、基盤整備があや

ふやなままで、市民にとって住んでみたいまち、住みよい住居環境は実現するのかというふうに私

は思います。 

では次に、市民の遺跡発掘負担への市の親切な対応についてでありますが、現在の状況を担当課

から伺いたいと思います。中央大通り線周辺への大型店舗の出店計画の中止、あるいは開業医の診

療所新築工事への影響など、遺跡調査、遺跡発掘への対応が市民生活に大きく影響したという話を

聞いていますが、これについて行政ではどのように把握をし、また、糸魚川市に遺跡があることを

デメリットと感じる市民に対して、行政としてどうフォローしていくかということが質問の趣旨で

あります。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 山﨑弘昜君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（山﨑弘昜君） 

お答えいたします。 

今、病院とか民間のものでございますが、それにつきましては、まず１つは遺跡があるかどうか。

工事する前に遺跡があれば、当然、工事する前の６０日前には報告をしてもらうということになる

わけですけども、それがあるかということですが、まず１つは旧糸魚川市内におきましては、糸魚

川市の遺跡地図というものを建設業者に配布しておりますので、これにつきましては、かなり市内

では周知をされているというふうに思います。 

それから旧青海、能生町につきましては、教育委員会で作成している地図がございまして、それ

を閲覧していただくということでもって周知をしておりますし、それから現在、市のホームページ

にＧＩＳがございますが、そこにもどこに遺跡があるか書かれておりますので、それについても市

内の業者につきましては、周知をされてるというふうには考えております。 

ただ、市内の業者ではない市外の業者の方々が、その建設工事に関係される場合、その場合には

どうしてもそういうことが落ちてくるということがございます。そういう場合、私たちといたしま

しては、工事に支障がないように、極力民間の方々に迷惑にならないような、そういうことで建設

業者と協議をしまして対応をしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 
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新幹線の高架下の有効利用でありますが、市長からはその利用について、行政としては予定はな

いというお答えでございました。この予定はないということは、例えば制度上、利用ができないと

いうことなのか、市がやる気がないんだよということなのか、そこら辺がわからないので、担当課

からもう１回、最近の状況を、その予定がないということの状況について、もうちょっと詳しく教

えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

岡田新幹線推進課長。 〔新幹線推進課長 岡田正雄君登壇〕 

○新幹線推進課長（岡田正雄君） 

お答えします。 

高架下の利用状況についてでございますけども、青海地域における高架下の商店街の駐車場利用

計画のほかには、現時点では特にないということであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原議員。 

○８番（田原 実君） 

今回、新幹線の高架下を災害時の避難用の広場として整備することについてというようなこと、

あるいは遺跡公園ということを質問に上げましたのは、市民が多くの犠牲を払って建設される新幹

線施設の高架下などを、ただ柵をして管理をするのか、市民にとって有意義な利活用ができるよう

に行政として考えるのか、その姿勢を問うております。 

市長の任期も残り半年となりました。次期への続投が市民のだれからも期待されるよう、米田市

長におかれましては市街地周辺、あるいは駅南東部地区の整備等に、さらにきめ細かな目配り、気

配りをしてくださいますようにお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、田原議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

１１時２５分まで暫時休憩します。 

 

〈午前１１時１４分 休憩〉 

 

〈午前１１時２５分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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新保議員。 〔２９番 新保峰孝君登壇〕 

○２９番（新保峰孝君） 

私は燃料価格高騰への対応、乳児・子ども医療費無料化、情報通信基盤の整備、漁業振興、雇用

促進住宅、バス運行計画について米田市長の考えを伺いたいと思います。 

１、乳児・子ども医療費無料化について。 

(1) 県内２０市の状況はどうか。 

(2) 新潟県が入院についての助成を小学校６年生まで拡大したことにより、４月１日現在、入

院については県内２７市町村が小学校６年生まで、４市町村が中学校３年生まで助成となっ

ております。 

糸魚川市も入院については小学校６年生まででありますが、通院についても６年生まで拡

大できないか。２,５００万円ほど財源が必要になるとのことでありますが、どうか。 

(3) 県内２０市で所得制限をしている市はあるか。所得制限をなくすべきではないか。 

２、燃料価格高騰への対応について。 

(1) 原油価格高騰が燃料価格や、様々な物価の値上がりをもたらしておりますが、これまでの

影響と対応策についてお聞きしたい。 

(2) 漁業者による抗議行動も起こりましたが、当市の農林漁業等への影響はどうか。市独自の

対策について検討する必要があるのではないか。 

(3) 灯油代等助成事業の今後の対応はどうか。これまでの事業を継続、対象を拡大する考えは

ないか。 

３、バス運行計画について。 

(1) 糸魚川市街ループ線の新設、既存路線の運行便数の減や路線の新設、料金設定等、１０月

から改正されるバス運行計画の検討結果はどうなったか。 

(2) 運行便数の減少が、さらに乗客の減少を招くことにならないか。地域路線からループ線へ

の接続料金の整合性は図られているか。 

(3) 病院バス廃止に伴う対応についてお聞きしたい。 

(4) バス路線から外れた地域の今後の対策はどうか。 

４、漁業振興について。 

(1) 市内漁業の現状と課題についてどのようにとらえているか。 

(2) 今後の漁港整備についてはどうか。 

(3) 種苗放流事業、後継者対策等、漁業振興策についてどのように考えているか。 

５、雇用促進住宅について。 

(1) 政府が雇用促進住宅の全廃方針を打ち出しておりますが、能生地区にある住宅はどうか。 

(2) 今後の見通しはどうか。 

(3) 居住者に配慮した対応が必要と考えますが、どのように受け止めているか。 

６、情報通信基盤の整備について。 

昨年１１月８日の地域情報化調査推進特別委員会において、市が上越ケーブルビジョンとＮＴＴ

東日本の提案をいったん返すことが報告されましたが、その後３月７日に、上越ケーブルビジョン

株式会社から新たな提案が出されたということで、４月２２日の特別委員会協議会でＪＣＶから説
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明を受けて、その後の委員会で継続して論議されてきているところであります。 

その中で概要とはいえ、４月２２日の説明と、８月２２日にＪＣＶから出された説明資料とでは

大きく違ってきております。 

当初の説明では、民設民営で行う。事業費は、前回提案の３１億円から各家庭への引き込み線の

費用等８億円を引いた２３億円。第三セクター向け国の補助事業を使い、２５％補助の対象になら

ない分があれば市からの補助でもよい。地域イントラは不要で、もし市が整備する場合は予備芯を

ＪＣＶが借りることにより、市の負担軽減も可能となる。加入率は、糸魚川、青海地区の対象世帯

数の６０％。概略、こういう内容であったかと思います。 

８月２２日提出の説明資料では、事業費２５億６,０００万円。市が整備する部分が国道８号、

勝山付近から玉ノ木まで、国道１４８号、地域イントラネット、上路、小滝、平岩地区、市野々、

御前山等となっております。 

そのほかに加入条件つきが加わり、市が整備する上路、小滝、平岩地区、市野々、御前山等とＪ

ＣＶ整備地区の中の早川１２集落、約２００世帯、根知１集落、１４世帯は、全体の６０％加入条

件とは別に、行政区ごとに加入６０％以上が運営条件、整備条件等となっております。 

料金は放送のみ加入の場合、初期費用がキャンペーン料金で２万６,２５０円、月額基本料金が

２,９００円で税込み３,０４０円は変わっておりません。 

何点か伺います。 

(1) 民設民営から一部公設民営のような形態へと説明が変わってきておりますが、どのように

とらえているか。 

(2) 上越ケーブルビジョン株式会社が、幹線、支線ともすべて整備する地域はどこか。 

(3) 二重の加入条件となる地区、整備対象外地区、ＩＲＵ契約をどうとらえているか。 

二重の加入条件というのは、全体の加入率６０％のほかに、行政区の加入率６０％が設定

されていることを指しております。 

(4) 想定される補助事業等の採択について、どのような状況か。 

(5) 第三セクターと市のかかわり方についてどのように考えているか。 

(6) 地域情報の発信については総合的に考える必要があるのではないか。 

(7) 地デジ難視聴対策、携帯電話不感地域対策、高速インターネット等、個別対応するやり方

が、市民要望に合致するのではないか。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の医療費無料化の１点目、県内２０市の状況につきましては、対象を限定した無料化を実

施しているところは２市あり、残り１８市は通院費、入院費とも新潟県同様の自己負担を設けてお

ります。 

２点目の通院に対する対象年齢の拡大につきましては、今後の検討課題と考えております。 



 

－ 68 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

３点目の所得制限につきましては、県内２０市では１５市において制限を設けておりませんが、

当市におきましては応能負担の原則により、現段階では所得制限を撤廃することは考えておりませ

ん。 

２番目の燃料価格高騰への対応の１点目、原油価格高騰の影響と対応策につきましては、原油の

高騰は当市だけの問題ではありませんが、市民生活や産業活動などさまざまな面で深刻な影響が出

ており、国では原油高騰に関する緊急対策を６月に策定しております。 

当市も国県対策事業の周知や関係団体との協議、他市との状況確認なども進めてまいりましたが、

今後さらに情報収集をする中で、適切に対応したいと考えております。 

２点目の農林漁業者への影響につきましては、今のところ農・林・漁業とも、原油高騰を理由に

して休業したところは聞いておりません。 

なお漁業については、国が実施する燃油実証事業に、上越漁業協同組合が申請をいたしておりま

す。 

３点目、灯油代等助成事業の今後の対応につきましては、既に政府は自治体が実施する生活困窮

者対策への財政支援を決定していることから、当市でも事業継続に向けて対象要件、助成内容等の

検討を進めてまいります。 

３番目のバス運行計画の１点目、バス運行計画の検討結果につきましては、地域のご意見を踏ま

えてダイヤ等を調整し、１０月１日からの改正を予定いたしております。 

計画では、市道中央大通り線を通り、市内各地域から乗りかえをせずに、糸魚川総合病院や糸魚

川駅等に乗り入れる路線での運行や、市内ループ区間の運行をいたしております。 

２点目、運行便数の減少による乗客の減少につきましては、通学や通勤ダイヤの確保を最優先に、

利用者の少ない時間帯での減便調整を行ってまいりました。 

減便による乗客減少とならないよう、今後の利用状況を見ながら改善に努めてまいりたいと考え

ております。 

３点目、病院バス廃止に伴う対応につきましては、糸魚川総合病院との協議の中で、通院に利用

されていた方々の利便性が低下しないよう、路線やダイヤを設定しております。 

４点目、バス路線外の地域につきましては、既に運行している地域も含め公共交通機関空白地域

の移動手段確保の取り組みを、来年度に向けて検討してまいっております。 

４番目の漁業振興の１点目、市内漁業の現状につきましては、漁獲高を見ますと近年は比較的安

定しておりますが、漁業者の高齢化、魚価の低迷や燃油高騰等の課題を抱える中で、各漁協におか

れては経営安定のため努力されていると認識いたしております。 

２点目、漁港整備につきましては、現在、県営漁港２港、市内漁港１港の漁港整備を行っており

ます。 

３点目の種苗放流事業につきましては、ヒラメとアワビの種苗を放流いたしております。 

また、後継者対策につきましては、上越漁業協同組合では若者が定着しておりますし、漁業振興

策につきましては、付加価値を高めるため取り組み等を行っておりますが、いずれにいたしまして

も、今後とも漁業関係者と連携の上、推進してまいりたいと考えております。 

５番目の雇用促進住宅の１点目から３点目につきましては、能生地区の住宅につきましても閣議

決定により、平成３３年度までに売却等の処理を完了することになっております。 
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今のところ現居住者には不利益が生じないよう、雇用・能力開発機構の今後の対応を見きわめて

いきたいと考えております。 

６番目の情報通信基盤の整備の１点目、説明の変更につきましては、上越ケーブルビジョンの民

設民営の当初提案を有利な提案と受けとめておりましたが、その後、一部の地域を市で整備するよ

うに変更となりましたので、再度確認、調整が必要であると考えております。 

２点目、ＪＣＶの整備地域につきましては、変更後の提案では市が地域イントラで整備する区間

を除き、糸魚川と青海区域の市街地の大半と、公共施設から離れた山間地区等をＪＣＶが幹線と支

線を整備する提案となっております。 

３点目、二重の加入条件等につきましては、ＪＣＶの変更後の提案の中で示された条件で、市全

体で６０％以上の加入条件に加え、さらに山間部の一部では点在する地区ごとに６０％以上の加入

条件が示されました。また、戸数の大変少ない山間部の一部の地区は、整備対象から外すことも示

されており、いずれの提案内容も大変厳しいものととらえております。 

なお、ＩＲＵ契約は、国でも基本的な枠組みを示しており、ＪＣＶの提案は、おおむね妥当とと

らえております。 

４点目、国庫補助事業の採択につきましては、他市の事例によりＮＴＴが整備した地区は補助採

択が難しい状況であります。 

５点目、三セクのかかわり方につきましては、ＪＣＶからの支出要請額は２００万円程度であり、

国の補助制度を適用するためのものであると認識いたしております。 

６点目、地域情報の発信につきましては、能生ケーブルテレビを基本としながら、コミュニティ

放送やデータ放送を活用して、市内全域の発信を検討してまいります。 

７点目、個別対応等につきましては、携帯電話不感地域解消は本年度に完了する見込みでありま

す。地デジ難視対策と高速インターネットについては個別対応もできますが、ＪＣＶ提案のケーブ

ルテレビ方式も市民要望にこたえる手法の１つと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

子ども医療費無料化の点でありますが、平成１８年度決算と平成２０年度予算を比べてみますと、

県補助金が９００万円ふえて、市の一般財源が５００万円減っております。２,５００万円ほど財

源が必要になるということでありましたけれども、平成１８年度決算から見れば、２,５００万円

一般財源がふえることにはならないのではないかというふうに思いますが、この辺はいかがお考え

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 
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決算額と２０年度の予算額の比較をお話をなさいましたが、その差額についてはちょっと精査を

してございませんが、医療費の助成を受けた件数等の違いもございますので、直ちに枠組みの違い

というふうには言えないと思いますが、ご指摘の２,５００万円の試算につきましては、通院につ

いて小学校１年から６年までの部分を積算をいたしました数字でございますので、現行制度と、さ

らに通院を６年にまで拡大したという場合の２つの想定の差額ということでございますので、決算

額の差とは、ちょっと意味合いが違うのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

今の小学校の生徒数は約２,５００人弱でありますが、毎年五十数人ずつ減っております。１ク

ラス以上ずつ減ってるということになるんですが、こういう子供が減るのと、それから学年が上が

ってくれば、だんだんと病気にかかりにくくなるということもあると思います。こういう点も考え

れば、少子化対策ということからも、通院についても小学校６年生まで医療費助成ということをや

っていく必要があるのではないかという、そういう前向きな検討はできないかという点で、いま一

度お願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

少子化の中で、子育ての支援をするという考え方の中では、なるべく支援は拡大をさせていただ

くというのも、一つの方向であるというふうには認識をしておりますが、昨年１０月に小学校６年

まで入院の部分を拡大いたしたわけでございますので、県下の状況を見ましても通院で小学校６年

までというのは、まだ非常に少ないという状況の中で、県下の状況を見ながら、今後の方向として

の検討は、させていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

県内の市町村の状況を見ますと、入院については先ほどから言われておりますように、２７市町

村ですから８７％が小学校６年生まで、残りの１３市町村は中学校３年生までというふうになって

おります。当糸魚川市も、その８７％に入っているわけであります。 

そうすると、通院の方も今ほど答弁がありましたように、就学前までという市町村が８１％、

２５市町村、ですからほとんどという状況でありますが、小学校６年生までというところが２つの

市町、それから中学３年生までが４町村あります。ここまでは糸魚川市は、大体ほかのところと一

緒なんですが、所得制限なしというのが２３市町村、７４％、約４分の３あります。この所得制限

なしという点については、ほかの自治体の状況を見れば、これはできないことはないんでないかな

と。この面ではどういうふうにお考えか、お聞かせ願いたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほど確かに新保議員のご指摘の部分について、そこの部分だけとらえれば、そう大した額でな

かったり、また、それは対応できそうな部分というのもあるのかもしれません。しかし、私は各県

内の状況を見てどうのこうの、また全国を見てどうのこうのということではなくて、やはり子供さ

んということに関しましては、妊娠をされたときから、また高校卒業をするまでの間のスパンをと

らえて、市としてはどうすればいいのかというところをやはり考えなくてはいけないんだろうと思

っておりますし、そしてより長くその制度、より手厚い対応や制度というものをつなげていくとい

う形になっていきますと、やはりそういった長いスパンの中で、どこを一番手厚くすればいいのか

ということも、私はとらえなくてはいけないんだろうと思っている次第であります。そのようなこ

とで、私といたしましてはその辺を少し調べさせていただきたいなと思っております。 

１つのところだけをとらえていくと、他の市町と比べたり、そういったところがあるわけであり

ますが、私としては、そういうふうな子供という対象をそのような形の中でとらえて、支援をどう

すればいいのかというのを考えていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

今市長が言われたように、子供が産まれる前の妊産婦健診から見ていきますと、その妊産婦健診

の件については、糸魚川市は非常に進んでる。県内だけなくて全国的にも進んでいる、そういう分

野だと思います。少子化対策ということで考えれば、それをさらにずっと充実していく。それぞれ

の段階ごとに充実させていくということが、少子化対策にもつながってくるんでないかと。 

この妊産婦健診については、ほかの近隣の市なり、ほかの市町村からも糸魚川市が非常に進んで

いるということが聞こえてきます。そういうことを、やはりこの子供の医療費、もう少し成長した

段階の無料化ということにつなげていくことが、少子化対策ということにもなるし、さらにそれが

糸魚川市全体の、私は住みやすさということにもつながってくるんでないかと思うんですね。ぜひ

そういう点を今後よく検討して、前向きに考えていっていただきたいと思います。 

２つ目の燃料価格高騰への対応についてであります。 

先ほど上越漁協が国の補助制度を申請してるという、そういうお話がありましたけれども、漁業

における国の補助制度というのは非常にハードルが多くて、使いづらいというふうに聞いておりま

す。使用量に対して直接補助するやり方が、現実的ではないかという、そういうお話も伺っており

ます。 

そういう点で、この国の補助制度に上乗せして、市独自の補助制度をつくっているところもあり

ますけれども、漁業だけでなくて農業においても、これから乾燥機の使用などもふえてくるわけで

ありますが、そういう点を幅広く考えて、農林漁業関係で独自の対策ということが考えられないも
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のかどうか、いま一度伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

市長が言いましたように、あくまでも第１次産業だけに限った話ではございませんもんですから、

農林水産業をやる中でも、先ほど言いました漁業に対しては国の方からそういった支援があるとい

うことで、漁業関係者に説明しながら何とか今回、その事業に参加していただいたわけでございま

す。それもあくまでも燃料を相当使う漁船といいますか、そういった種類のことでございまして、

一般の船外機みたいな小さなものについては参加しておりません。 

いずれにしましても、第１次産業だけの問題でなくて、ほかの２次産業、３次産業の方にも影響

があるもんですから、そういった市単独での事業については支援と言いますか、そういったものに

ついては、現段階では考えておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

灯油代等助成事業の点については、先ほどの答弁で今後も続けられるというふうなことではなか

ったかと思うんですが、６５歳以上、ひとり暮らし、市民税非課税の高齢者世帯、この利用が少な

いんではないかと思うんですけれども、この点についてはいかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

灯油対策につきましては、生活困窮者への支援ということで取り組ませていただいたわけであり

ますが、対象者は４区分の中で、高齢者の方々への実績でございますが、申請率で６２.５７とい

うことでございますので、他の障害の方々、あるいはひとり親の方々に比べたら、申請の状況はち

ょっと低いというふうに思っております。 

これらを踏まえながら、先ほど申し上げましたように今年度の対象、あるいは額、支援の方法等

を検討をいたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

例えば要援護世帯と言いますか、生活保護世帯の場合は、いろいろ書いたものももちろん出され

ますけれど、民生委員の方が、それぞれでまた説明されるということもあると思うんですが、高齢

者世帯の場合は、そこまでいってないんじゃないかと。要するに、周知が徹底するというところが、
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まだ不十分なんでないかなというふうにも思うんですよ。そういう点も考えると同時に、少し幅も

広げるという点も考える必要があると。この辺のところは、いかがお考えか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

生活保護への対応については、民生委員がきっちりやってると。高齢者の方は、その点が少し薄

いのではないかというご意見でございますが、生活保護につきましては市の職員、ケースワーカー

が、個々のケースをすべて担当しておりますので、１００％の申請率になっておりますが、高齢者

の皆さん方については、むしろ生活保護というよりも民生委員の皆さん方が、高齢者の方へのかか

わりを持っていただいております。 

その形につきましても、昨年も民生委員の方々から、受け持ちの該当になると思われる高齢者の

方への働きかけをしていただきましたが、その取り組みの形についても、それでよかったのかどう

か検証しながら、今年度の方法を考えていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

民生委員の方で、この対象の２,１６７名の世帯、そういう方たちにきっちり徹底されてるとい

うことであれば、それはいいんですけれども、そうなっていないということになると、これまた少

し問題だと思います。そういう点もさらに徹底するように、お願いしたいと思います。 

それと同時に、先ほど言いましたように全体の徹底と同時に、対象を広げるという点についても、

ぜひ検討をお願いしたいと思います。 

バス運行計画についてでありますが、１０月から始まる今回のバス運行計画では、５つの内容が

入っていると思います。この説明資料の中にありますけれども、利用者の減少を防ぐと、補助金の

増加を防ぐと、移動手段の確保を図る、使いやすくする、病院の送迎バスと路線バスとの統合とい

うことだと思います。 

利用者をふやすことができれば、補助金を減らすことができますし、バス路線の確保もできるわ

けであります。そのためには、やはり利便性の確保ということが大事だと思いますし、バスは便利

で安いというふうな形にしないといけないんでないかと。不便で料金が高いということですと、や

っぱり利用されなくなるということになりますし、ぜひともこの点、市民の声が反映された便利な

バス運行計画にしてもらいたいと思います。 

先ほど答弁ありましたけども、便数が減った路線は９路線、説明資料の中は９路線になっており

ますね。減ればそれだけ不便になるわけですけれども、この基本的な考え方、減便するときの基本

的な考え方を、いま一度お聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 
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○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

今、減便の路線が９路線というふうに、説明の中にあるというふうにお話がありましたが、その

後、いろいろ糸魚川バスと協議の結果、減便するところは７路線というふうに変わりましたので、

少し減便される路線が減ったかなというふうに思います。 

基本的な減便の部分でございますが、当然、通院、通学等に一番多く利用されているわけであり

ますので、そのバス確保を優先に考えました。前から言われておりますが、昼間の時間帯の便は、

私も時々注意して見ますが、あまりご利用がない便が多くあります。減便の部分につきましては昼

間の便、利用が少ないような便を中心に減便をさせていただきました。 

この減便の理由につきましては、新路線を設定したこと。さらには市街ループへ乗り入れる部分。

時間的、それから運行の距離が長くなる。それから青海、能生からも、直接、糸魚川市街へ入りた

いというご意見がございましたので、その便を確保するために、どうしてもバスの車両が足らなく

なるということから、昼間の時間帯のちょっとご利用の少ないところを、減便をさせていただいた

ものでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

関係地域の皆さんとお話をされたということですが、どのような話し合いをされたのか。利便性

についても、こういうふうにした方がいい、ああいうふうにしてもらいたいという、そういうもの

を聞いて、それを反映されたのか。 

それともう１つは、既存路線と市街ループ線との接続の関係ですが、これまでの料金より高くな

るということのないようにやられてきたと思うんですけど、さらに見直しされたと思うんですが、

その辺の点と、それからループ線の料金、最終的に幾らになったか、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

いろいろな皆さんのご意見をということでございますが、糸魚川市としては全市懇談会を実施し

たわけでございます。当然のことながら、私もすべての懇談会には出れませんが、バスの運行計画

についてお話を聞きたいという地域につきましては、私がみずから出向いてご説明を申し上げまし

た。その中で出たご意見、例えば時間はこうしてほしい、こういうふうにしてほしいというご意見

があります。このご意見につきましては、すべて満足できる状況ではございません。この部分を糸

魚川バスの方に伝えまして、糸魚川バスで、できるだけそれに沿うようなダイヤ調整をしていただ

きました。すべての部分については、糸魚川バスさんの方でダイヤ調整をしておりますが、できる

だけご意見を反映するという形の中で、調整をさせていただいたというのが１つでございます。 
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それから料金につきましては、それぞれの地域から入ってくるバスでございますが、能生地域、

青海地域から入ってくるバスにつきましては、今まで乗りかえが必要でございました。青海地域か

らは１路線だけ、大沢から入ってくるバスがございましたけれども、今回、青海地域からは巡回線

が糸魚川市街へ入る路線も設定させていただきました。この部分につきましては、新たな料金とい

うことで設定をさせていただきました。 

能生地域からは、今までは乗りかえが必要でございましたが、乗りかえをなく、直接入るような

形にしましたので、初乗運賃等が若干安くなるということでございます。 

それから市街ループ線に乗り入れる部分につきましては、接点のところで料金が、もう上限でと

まりますので、今ここで細かい料金をちょっと申し上げられませんが、基本的には、料金が少し安

くなるような設定になっております。 

ただ、今までの現行路線の部分につきましては、料金はそのままという考え方でございますので、

ちょっといろいろ乗り入れの部分と、それから整合性の部分、さらにはちょっとループに入る部分

と、今までの路線という部分での区分けがありますが、９月１０日号の「おしらせばん」で、市民

の皆様にお知らせする予定でございますので、自分の地域からどうやって行けば安くなるか、もし

くはどうやっていけば時間がいいのか、自分でしっかりご利用計画を立てていただきたいというふ

うなお願いをしたいと思います。 

大変失礼しました。ループ線の料金につきましては、一応今のとこ１００円ということで運輸局

に申請をさせていただきました。青海地域の巡回線も１００円ということで、値上げはしておりま

せん。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

病院バスが、今度は路線バスと統合されるということで、病院の患者さんにも大きい影響が出る

んでないかと思うんですが、この病院バスの運行ルートと路線バスのルートで重ならないところで

すね。大きく変わるところはないかと、取り残されるといいますか。あるとしたら、その対策につ

いてお聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

病院バスの廃止に伴う統合ということで進めてまいったわけでありますが、今まで糸魚川病院が

運行しておりました無料送迎バスのルートにつきましては、確保いたしております。 

それから送迎バスの運行時間をベースに、それぞれ糸病へ発着するような路線バスを組んでおり

ますので、基本的には病院患者さんの利便性の低下がないような配慮をしたこととなっております。 

さらには、糸魚川病院さんが今まで送迎バスを出していなかった地域につきましても、路線バス



 

－ 76 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

として乗り入れがなるようになりますので、利用については、かなり安く通院患者の皆さんはご利

用いただけるという考えで、今までよりは少しは利便性が向上していくという考え方で、このダイ

ヤを編成させていただきました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

今までよりも利便性が向上するというのは、大いにいいことだと思いますが、ちょっと中身に入

るんですが、病院の患者さんであるということの証明の方法と、その料金の方は最終的にどういう

ふうになったか、わかればお聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

糸魚川病院さんも内部で、かなりの調整を必要とする時間がございまして、最近ようやく糸病さ

んの調整が終わったということでございまして、料金につきましては、基本的には通院患者の皆さ

んは１００円を負担をしていただくということで、あとはすべて糸魚川病院さんが負担をするとい

うことで決着をいたしております。 

さらに通院患者さんとの区分けと言いますか、見分けですが、今、糸病さんとの調整の中では、

それぞれの地域ごとに色のカードをお渡しをして、そのカードと一緒に１００円を入れていただく

という考え方で今調整をしております。現状では、まだ糸魚川病院さんの方では、病院の中に掲示

はしておらないようでありますが、これも早急に協議をする中で通院患者の皆さん、病院の患者の

皆さんに、お知らせをしてまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

１０日付の「おしらせばん」で、市民に知らされるということでありますけども、こういう点も

十分周知されるように、お願いしたいと思います。 

それと、先ほどバス路線から外れた地域の対策も検討を始めているということのようであります

ので、これからますます高齢化が進んでまいりますし、そういう点についても十分検討を進めて、

充実したものにしていただきたいというふうに思います。 

漁業振興の関係でありますが、漁港整備は先ほど答弁ありましたとおり筒石、能生、親不知とい

うことになってるわけでありますけども、親不知の関係ですね、防波堤工事の後は泊地の整理とい

うことになるのか、その辺について聞かせてもらえますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

親不知漁港については、今、継続的にやってるわけでございますけども、この事業そのものは

２１年度、来年で今やってます地域水産物供給基盤整備事業というのが終わりますもんですから、

その関係で何とか来年２１年、あるいは繰り越しても２２年までに、この事業をやらなきゃならん

ということで、今、強く県、あるいは国の方へ要望しとるわけでございますけども、今やってる仕

事については、沖防波堤についての補強工事、それから、あと残りましたものは今議員ご指摘の泊

地がまだ残っとるもんですから、これについて早急にやらなきゃならんというふうに考えておりま

す。 

ただ、問題は予算が相当かかるもんですから、これについて今までのように、ことしであれば事

業費１億３,０００万円という程度の話でございますけれども、相当これの何倍もかかるような事

業費になっとるもんですから、相当精力的に、県の方へも要望していかなきゃならんというふうに

思ってます。そういうことで、早いうちにこの事業が完了するように努めてまいりたいと思ってま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

この泊地の整備ということになると、今事業がやられていてということのようでありますけども、

今のまんまでできるのかと。条件がそこについてるのか。例えば漁船の隻数とか、あるいは漁獲高

とか、あるいは定置の船がそこに入るようにするとか、そういう条件は、この中にはないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

当初、旧青海町時代につくられた事業でいきますと、定置がここへ入ってくるということを前提

にして、ある程度大きな泊地を予定してたんでございますけども、この辺がまだ、いまいち不明確

なところがございますもんですから、現実に合った形の中で、今の漁業者が安心してそこで漁がで

きるようにということで、当初の計画よりは泊地については縮小されております。それでも、これ

については地元の漁協の皆さんと話をしながら、多少縮小されても今のような状態でなくて、泊地

が何とかできれば助かるというふうなお話を聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 
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そういう点、今言われたように市振と親不知があるわけなんで、それによってそこのそれぞれに

大きく影響するということのないように、定置の船が動かなきゃならんような、そういうことのな

いように、ぜひ慎重にやっていただきたいと思うんですが、この辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

当然、何をするにもやっぱり地元の関係者、漁協の皆さんとよく話をしながら、前へ進めていか

んきゃならんし、今までもその形でやってきたもんですから、今後そのような形で皆さんの理解を

得る中で、作業を進めていきたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

雇用促進住宅の関係ですが、先ほど市長から答弁ありましたように、政府は独立行政法人雇用能

力開発機構が運営する雇用促進住宅を、西暦で２０２１年度までに全廃する方針ということであり

まして、県内では２５カ所のうち今年度、２００８年度までに１５カ所の廃止が決定されたという

ことであります。 

この問題は居住権、生存権にかかわる問題でありますし、市としても市民生活にかかわることで

ありますので、居住者が困るような廃止のされ方がなされないように、十分国に対しても働きかけ

をしていただきたいというふうに思いますが、いま一度お願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

ことしの２月１日付で市の方に、先ほどお話のございました機構の方から譲渡、廃止時期の文書

が届いております。私ども１９年６月に機構の方から、この能生の住宅につきまして売却提示を受

けております。それをもちまして、当時の担当が本社の方へ出向きまして価格交渉等をしてきたと

ころでございまして、その際に能生のこの住宅につきましては、３３年までは運営をするというよ

うなご回答をいただいておりまして、そういう中で今回２月に、また新たな文書が来たということ

で、読み方によりましては、非常に緊急性を要するような内容でございますが、再確認をいたしま

したところ、昨年の交渉した際の状況と変わってないということで、現状では平成３３年まで運営

をするというようなご回答でございまして、私どもはできるだけ安く、この価格を下げていただく

ような状況にもっていきたいということで引き続き考えておりますし、当然のことながら、お住ま

いになってる方々の安定というものも配慮しながら、対応していきたいというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

ぜひそのように進めていっていただきたいと思います。 

情報通信基盤の整備の関係でありますが、民設民営と言っていたものから、かなり変わったと思

いますけども、市が整備する地域等が、かなりふえております。国道８号、１４８号、地域イント

ラネット、上路、小滝、平岩地区、市野々、御前山等、このように市の負担がふえて、これでは民

設民営と言えないんではないかというふうに私は思いますが、どのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

この件につきましては、今回、定例会の初日で、市長の方からも行政報告を申し上げましたけど

も、やはり当初は民設民営であったということであります。ただ、補助事業と採択等の関係から、

一部公設が入るという状況であります。そういったことから、結論的にはもうしばらく時間をちょ

うだいして、調整をしたいということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

市の負担がさらにふえる可能性というのは、これはないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

８月２２日にＪＣＶ、上越ケーブルビジョンからの提案したものにつきましては、それぞれ特別

委員会でも説明をさせてもらっております。そういったことでは市の負担、今のところこれがマッ

クスというふうに当市では考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

加入条件つきでない集落は、全体で６０％あれば、その集落が４０％でも加入できるということ

になりますけれども、加入条件つき集落となっているところは、全体で６０％になっても、その集

落で６０％ないと加入できないということが生じてくると思います。こういうふうなやり方を、ど

のように思われますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほどこの点につきましても、市長の方からご答弁ありましたけども、非常に厳しい状況である

と思っております。ただ、地域的にもう少し精査をして、この辺についてはもう一度、再調整をし

たいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

仮申し込みが、仮に全体で６０％になったとして、市が整備する地区で仮申し込みが６０％、整

備後の本契約が４０％ぐらいになったとした場合、ＪＣＶは運営しないことになると思いますが、

この責任というのは、市が負うことになるのではないかというふうに思いますが、この辺について

はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

その件につきましては、行政区ごとに加入条件が６０％以上について市が整備し、ＪＣＶが運営

するというものと、もう１つは６０％以上あった場合、ＪＣＶが整備すると、この二通りあるわけ

でありますけども、それぞれ行政区ごとに６０％以上が必要であるということでありますが、１つ

には協議の中では、特にＪＣＶが整備条件のところにつきましては、その地区ごとに、１つの地区

が６０％なくても、その周辺の地区の方と合算をして６０％を超えればということで、そういった

点については、もう少し弾力的にしたいということで協議をしております。そういったことから、

具体的にどのような形になるか、その辺はなった段階で、また再度協議をしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

光電話は提案書にあるように、既存の固定電話の番号で全域でできるのかどうか。この点、確認

されましたですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 
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お答えを申し上げます。 

今もう少し調整をしてるというとこであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

このような複雑な内容では、市民への説明に困るんでないかなというふうに私は思うんですけど、

いかがです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

そういった点を一応踏まえまして、もうしばらく時間をちょうだいをし、調整をさせてもらいた

いということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

例えば議員の場合は、特別委員会なり、あるいはそのほかのところで、いろいろと情報も入って

きますし、それで理解できても、一般市民の場合は、１回ぐらい聞いてもなかなかわからないんで

はないかと。もし加入対象をふやすということになれば、事業所に対しても説明が必要ではないか

というふうに思いますし、加入条件つき集落があるということになれば、区長会等への説明も事前

に必要ではないかというふうに思いますが、これらについてはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

整備をすることになれば、いろんな関係地区等につきましては、区長さんだけでなく、いろんな

関係団体等に説明をしなきゃならんというふうに考えております。 

ただ、今現在、検討の途中ですので、途中段階で周知しましても、その辺は混乱を生じます。そ

ういったことでは、もうしばらく時間をちょうだいしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

ＮＴＴのフレッツテレビが、７月から開始されたということであります。首都圏からのようであ
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りますが、地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送に特化して、サービス提供されるということであ

ります。月額６５０円ということでありますが、通信放送の業界は、今、戦国時代になっているん

でないかなというふうに思います。まだまだ大きく変わるんではないかと私は思います。 

もともと日本のＩＴ戦略というのは、バブル崩壊後の経済再生策として出発したものであり、公

共事業で考えるとわかりやすいものであります。ユニバーサルサービスの面から考えても、国がブ

ロードバンドゼロ地域をなくすとは言っても、総務省情報通信審議会は２００５年１０月２５日の

ユニバーサルサービス基金制度のあり方答申で、ブロードバンドは現時点においては国民生活に不

可欠とまでは言えず、ユニバーサルサービスの対象とすべきではないというふうにしております。 

このようなブロードバンドゼロ地域を片方でなくすと言っておきながら、ユニバーサルサービス

の対象とすべきではない。こういう矛盾した国の態度が、国が責任を持たずに市町村に負担を押し

つけるというふうな、こういうさまざまな問題を起こしてきてるんでないかというふうに思います。 

地上デジタル放送も、こちらはユニバーサルサービスと言えるものでありますから、放送法であ

りますように放送事業者の責任でありますし、これをつくった同時に国の責任でもあるわけであり

ます。こういうことを考えれば、財政的に厳しくなると同時に、これから先どんどん高齢化が進ん

でいく。そういうときに市が多大な負担をしてまで、光ファイバーの整備をする必要はないんでは

ないかと。必要最小限にとどめておく方が、将来に禍根を残さないやり方だと、私はこのように思

います。 

そういう点で十分市民要望に留意して、私は地デジ難視聴対策等を個別対応するやり方が、一番

市民要望に合致するやり方ではないかというふうに考えますけれども、市民要望に十分留意して取

り組んでいただきたいということを述べて質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、新保議員の質問が終わりました。 

〔「議事進行」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

ただいまの新保議員の最後のところで、ＮＴＴでテレビ放送等の配信を使った場合、５６０円で

したかでできるというような最後の言い切りでしたよね。それは私は大きく誤解を呼ぶ、事実と違

う部分だと思います。当然そうした放送等を受けるためには、インターネットに入らなければでき

ないわけでありまして、私はぜひ議長にこの辺の部分を精査しまして、後ほどで結構ですから訂正

なり、削除なり願いたいと要求するものであります。 

以上です。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

１３時１０分まで、昼食時限のため暫時いたします。 

 

〈午後０時２５分 休憩〉 

 

〈午後１時１０分 開議〉 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

先ほど古畑議員から議事進行の発言がありましたことに対して、新保議員から発言を求められて

おりますので、この際発言を許可します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

先ほどの私の一般質問の中で、フレッツテレビの月額料金６５０円と言った問題で、古畑議員か

ら誤解を生むというふうな発言がありました。 

この料金の点でありますが、フレッツテレビはフレッツ光の料金にプラスして６５０円と、そう

いう内容になっております。私が言いたかったのは、通信事業者がテレビの再送信というところに

も進出してきているよということを言いたかったわけでありますが、誤解を生むといけませんので、

補足をさせていただきます。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

次に、倉又 稔議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 〔１３番 倉又 稔君登壇〕 

○１３番（倉又 稔君） 

新生クラブの倉又です。 

専門職の考えを問うということで、一般質問をいたします。 

地方分権と、それに伴う行政改革の推進により、国の出先機関の統廃合、特に地方の出先機関の

統廃合が進んでいます。 

県においても、行財政改革のひとつとして、出先機関の統廃合を進めていることは、基本的に反

対するものではありません。 

しかし、国においても、県においても、地理的条件を考慮することなく、人口規模でひとくくり

することに対し疑問を感じています。 

一方、全国の市町村は合併を頂点に、身をもって行財政改革を推し進めています。 

当市の合併前の説明会では、市町合併の利点の一つとして、「合併すれば市の器が大きくなり、

専門職を置くことができる。」と聞かされてきました。 

しかし、庁舎を訪れても専門職と一般職の見分けをつけることはできません。 

そこで、次の点を伺います。 

(1) 専門職の定義は。 

(2) 専門職の専門性とその役割は。 

(3) 建築主事を置くことができないか。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

倉又議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の専門職の考え方の１点目、専門職の定義につきましては、国の法令等には定義はありま

せんが、市ではこれまで専門職種として保育士、幼稚園教諭、学芸員、保健師、看護師などを配置

いたしております。 

２点目、専門職の専門性とその役割につきましては、知識及び技術を生かして効率的、効果的に

事業実施をすることであると考えております。 

３点目、建築主事の設置につきましては、建築基準法では、市においても建築主事を置くことが

できるとあり、県内でこの制度の適用している市は５市あります。しかし、おおむね人口１０万人

以上となっており、当市における建築確認申請の件数、処理状況から、現在のところ建築主事の設

置は考えておりません。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今ほど専門職の定義ということで、保育士、看護師、学芸員等のお話を聞きましたけども、私自

身も消防士だとか、保育士だとか栄養士、学芸員、こういう人たちはやはり専門職だと認識してお

ります。また、わかりやすいと思うんです。 

ただ、予算書の給与費明細を見てみますと、その中で行政職と技能労務職ということに分けられ

ています。この中の技能労務職というのは、専門職と見てよいのか。それとも別に普通の一般職で

はあるけども、専門職ではないのか。その辺をちょっとお聞かせ願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

技能労務職と一般職に分かれておりますが、技能労務職としましては、俗に言う単純労務的な職

種ということで、運転手とか学校等の管理員、あるいは調理員等を示しているものでありますので、

そこで言う専門職という区分けでの区分につきましては、どちらかと言いますと一般職の方の区分

けの中に入ってるということで、ご理解願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 
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またそういう予算書やなんかを見たときに、事務職と技術職という書き方もしてあります。じゃ

あ事務職と技術職、これをやっぱり技術職というのは、専門性があるから専門職として見ていいの

かどうか、この辺お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

いわゆる技術職については土木技術職等、建築技師も含まれますけども、いわゆる専門職という

形での区分けをしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

もう１つの考え方で、やっぱりそれも予算書やなんかを見ていますと、技術職と技能職という書

き方がある。これは一緒なんですか、違うんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

一般的な使い方としましては、技能職、あるいは技能労務職という分け方をしておりますので、

そのような分け方をしております。 

基本的な考え方は、国家公務員の給与の見方のそれに準じておるわけでありまして、俗に言う一

般事務職、あるいは技術職等については行政職１だったと思いますが、国の一般職給与の表を使っ

てますし、単純労務である技能労務の運転員、あるいは管理員等については、俗に言う行２の国の

給料表の違う表を使ってますので、それらをもとに区分けをさせてもらっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

私は今までこういうことをなぜ聞いてきたかと言いますと、やはりいろいろのものを審査したり、

見たりしてきたときに、技能職だとか技術職だとか専門職、これの定義というか、はっきりしない

もので、どこでどう区分けをしていいかわからない。 

私に言わせれば行政職だって、その行政に通じておれば、その行政についての専門職だというよ

うな、私は考えも持てるんじゃないかと思いますけども、そういう考えはどのように行政の方では

考えておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 
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○総務企画部長（本間政一君） 

役所の中にはいろんな職種がありまして、今議員が言われますように、なかなか区分けが難しい

のかなと思っていますが、一般的に技術職というのは、国家公務員の資格とか、そういう特別の資

格を一定の期間、あるいは学校へ入ったり、あるいは長期間にわたって、それらを専門的に受講さ

れて資格を得られた方を、一般に技術職という分け方をさせてもらっておりますので、中には大学

を出たから資格を持って来るとか、そういう分け方じゃなくて、それ専門の技術を職場で生かせる

方を、技術職というふうに分けさせてもらっております。 

役所の中ではいろんな区分けがありまして、予算書等の中ではわかりにくいのかなと思いました

が、総体的には行政職一般と行政職２ということで、単純労務職と一般職という区分けの中で対応

させてもらっておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

また、何かの機会に、これらのことは今疑問に感じておられるようでありましたら、こういう区

分けというものをどこかの時点でお知らせをして、はっきりしておく方が、今後、行政改革の中で

も職員の定数減の話が出ておるわけですので、お知らせをしていく機会がありましたら、努めたい

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今、本間部長が言われたとおり、どこかでやっぱりきれいに整理して、わかりやすいように皆さ

んに知らせてほしいなと思います。 

私が先ほど言ったみたいに、事務職も専門職ではないかということで、私は思ってるわけです。

例えば市民と一番接する機会の多い市民課窓口においては、これはもう企業で言えば受付だとか、

商店であれば商品販売員のように、いずれにしても顧客と直接接する企業、商店の顔ですよ。そし

たら市においては、市民窓口の職員というのは、私は糸魚川市、市の顔だと思ってます。 

あえて市民課の窓口を言わせてもらったのは、顔だからということを言わせてもらったんですけ

ど、その市民の窓口である顔が、直接市民、住民が行ってもあいさつがない、笑顔がない。これは

何をしに来たんだというような顔をされておる。 

そういうものを私はしょっちゅう利用させてもらってますので、何かやっぱり納得しないものが

あると、苦言、提言を呈する方なんで、私だけに仏頂面なのかと思っておったんですけど、やっぱ

りそうでもないらしい。何人かの人に、やっぱり市民課窓口の対応について不満も聞いてる。こう

いう声っていうのは、市長だとか担当の課長のとこへ耳に入っていないものでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

職員のそれぞれの接遇につきましては機会あるごとに、接遇に十分気をつけて市民対応するよう

にということを話をしています。今ご質問につきましては、提案の質問と若干変わってると思って

ますが、それぞれ職員はやっぱり日ごろ来た方については、いつも言っておりますが、中にはご指
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摘のようなこともあることはお聞きをしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

質問事項と外れてるというようなことを言いましたけど、やっぱり職員の専門性ということから

考えれば、別に私は外れてると思わんですよ。外れてるんだったら、この質問をやめますけど、ど

う思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

今質問の中では接遇、あるいは対応のことについての質問をされてるというふうに理解しました

ので、これはいかがかなということでお話をさせていただきました。 

それと１つは、窓口の一般職員については、先ほど冒頭に言いましたように行政職一般というこ

とで、専門職ではないということはお話はしましたが、確かに倉又議員が言われますように、１つ

の職場において１つのことを精通してやられれば、確かに一般の市民の方からすれば、専門的な方

という見方もあるのかなというふうな感じをしておりますが、そういう方はなおのこと、仕事につ

いてはよく知っとるわけですので、市民には親切、丁寧に対応できるものというふうに思ってます

が、やってなければなおのこと、それらを気をつけていかなきゃならんと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

そういう面でね、やはり今、例えばの話で、市民が一番接する市民課窓口のことを言わせてもら

いますと、初めに断って言ったんです。 

だから、これは行政職すべてが、私は専門職だとかというんじゃなくて、そういう形では専門的

に市民、住民に接しなければならないんじゃないかという意味で言ったんで、その辺を質問から外

れてるなんて言われてると、正直言って心外なんです。 

先ほど言ったみたいにあいさつがない、笑顔がない、仏頂面しとる。これは今、市内の小中学校

へ行っても、子供たちの元気のいいあいさつが返ってきてます、知らん人にでも。我々が行くとさ

わやかですよ、「こんにちは」、あいさつされて、それが一番の窓口の市民の顔が、何しに来たん

だというような顔をされても困りますよ。そういうものを、それは我々がおかしくないかとか提言

したことに対して、本来は、きょうこういうことがあったけど、どうだろうということをそれぞれ

持ち寄って、反省会なり話し合いなりして、次につなげていくというのは職場の鉄則じゃないです

か。そういうことを、各課でもやっておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

職員の接遇等につきましては、研修の中でも取り入れられておりますし、部課長会の中でも市長、

あるいは副市長から等も、このことに十分に注意をするように訓示等をいただいておりますので、

それらを各課に持ち帰りまして課長等が職員に指示をし、あるいは教育をしているものというふう

に思っておりますが、そんなことで対応させていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

以前、私ら常任委員会の県外視察研修で、愛知県の高浜市へ行ってきました。ここでは戸籍関係、

住民票関係、印鑑証明関係、すべてこういう業務は派遣社員で対応しておりました。そういうとこ

ろから見れば、私は専門性があってもいいんじゃないかなと思っております。そういう観点でもの

を考えていってもらったら、もう少し市の職員が市民、住民に対しての対応がよくなるんじゃない

か。 

これは今何回も言いますけども、たまたま窓口が一番多いということで、市民課窓口のことを言

いましたけども、各課においても共通して言えることです。そういうことで、今この専門性という

ことを問いただしてみたわけですけども、専門性、このことに関してこの辺で質問を打ち切ります

けども。 

今、家を新築する、増改築するということで確認申請を出すと建築主事がいないので、いないと

いうのは上越地域振興局に移ったわけですね。昨年度から移ったわけですけども、昨年は１週間に

半日なり２時間なり、２日ぐらいこっちへ来て対応してくれておりましたけれども、ことしの４月

１日からはすべて引き上げて、こっちへ来ないです。そういうときに確認申請を出したときに、ど

ういう経過をたどって確認の通知が下りてくるのか。その経過を、ちょっとわかったら教えてくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

今、県で設置をしております建築主事につきましては、議員がお話のありましたように、この

４月から上越の方へ行ってるという状況にあります。 

私ども実際に確認申請という対応につきましては、糸魚川市に経由をさせていただいております。

これは市の方で経由をしたものにつきましては、どの部分をチェックをしなさいというようなチェ

ック事項がございます。それに基づきましてチェックをした上、それを上越の方に送っているとい

う状況にありますし、それがまた認定をされた際には、糸魚川市の方へ経由をされて戻ってまいり

まして、私どもの方からそれぞれの申請者の方へ、お渡しをしてるというような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今ほど建設課長から答弁がありましたとおり、糸魚川市を経由する。経由するに関しては、市で

チェックするべきものはチェックして、市のチェックするべきもので補正がなければ、そのまま建

築主事の方へ送るということです。送るのも実際に持って行くわけでなくて郵送してるのか、それ

とも実際に上越の地域振興局まで持参して、糸魚川市で今回はこれだけですよということで置いて

くるのか、その辺お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

郵送させていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

そうしますと郵送させてもらっておると。郵送して、今度は上越地域振興局の中にいる建築主事

が審査するわけですけども、それにおいて補正箇所があれば、直接申請人本人だとか申請代理人の

ところへ、こうこうこういう補正がありますから補正してくださいという連絡が来ると思います。

それも確認申請の大局にかかわるようなことは、大体市でもチェックできると思うんで、それはあ

る程度確認してると思うんですけども、それ以外の小さな些細なことなんですけども、それで結構、

補正に上越まで行かなくちゃならないというのは多いと思うんです。 

先ほど糸魚川市でチェックして送付すると。チェックするというのは、どの点までをチェックし

てる。チェック項目があると聞きましたけど、聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

まず、建物の新築という考え方で申し上げますと、当然のことながら面積、そしてそれに接続を

します道路、排水、これらのことにつきましてチェックをさせていただいております。 

ただ、議員さんがお話のあったように、細かないろんな添付書類がそれについてまいります。そ

ういう中で、この質問があるに当たりまして実は県の方に、どのような状況のもとで、申請者の方

に呼び出しがかかるんだろうかというようなお話をさせてもらいましたところ、やっぱり添付書類

の微々たると言いますか、非常に細かい点。いわゆる私どもが建物を建てるという中で、最も大き

な状況というよりも、例えば方位がないとか、また一部抜けているとか、そのような些細なものが

大半であるというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

ただいま山﨑建設課長から答弁がありましたとおり、些細なことで呼び出しをくらうんですね。

その些細なことでも全部チェックして、一度にこれとこれとこれを補正してくださいよといけば、

１回か２回で済むんです。１回確認申請を提出して、確認通知が経由して市の方へ来るまで、普通

大体平均どれぐらい皆さん、申請人、申請代理人が通っているかわかりますか。補正に呼び出され

て、補正をしに行ってるというのは、大体１つの確認申請、通知が下りるまで何回ぐらい通ってい

るかわかりますか。 

それはわからんですよね。直接あなた方のとこへ連絡来ないですから、大体平均５、６回呼び出

されている。ほんの些細なことですよ。下手したら助詞、助動詞の訂正ぐらいでですよ。こういう

ことで１回行くごとに関して、往復だけで２時間かかるんです。行って１０分か１５分の仕事でも、

前につかえてたら待ってなくちゃならん。そうすると平均１時間ぐらい上越の地域振興局で時間を

つぶさなくちゃならない。そうすると平均１回行くのに３時間はみなくちゃならない。５回行って

も１５時間要するんですよ。それを申請代理人が、すべて私の責任だから全部私の方でやりますよ

と言いますか。やっぱり１５時間もかかれば、少しは日当もみてくださいと言いますよ。それだけ

一般の住民、市民に負担がかかるわけです。そういうことを市の建設課の窓口で把握してるかどう

か、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

今、非常に１件の申請に対して再三の呼び出しがかかるということにつきましては、はっきり申

しまして、私はそこまで確認をしておりませんでしたし、また、そのような状況であるということ

も存じておりませんでした。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

ある業者に聞いた話ですけども、確認通知が確実に下りてくるまでは、資材やなんかも買い控え

ることもあると。その通知がおくれている間に買わなかったときに資材が値上がりして、それで計

画に変更が生ずるということも聞いております。 

そういう面では今こういうことを言ったのは、先ほどの市長の答弁で建築主事を今置くことはな

いですと、置く気はありませんということをお聞きしたから言ってるわけで、これは住民、市民の

ために、そういう手続をスムーズにさせるために、やはり建築主事を置くべきではないかなと思っ

ております。建築主事を置くことに関しての、一番じゃあ大きな障害というのは何なんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 
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○総務企画部長（本間政一君） 

基本的に確認申請の仕事は県の仕事になっておりますので、その観点から言いますと市に建築主

事を置く状況ではないということで、お話をさせてもらってるものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今ほど本間部長から、基本的に県の仕事であるから置く必要がない、これはどこに出てるんです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

建築主事を置く地方公共団体の定義ですが、人口２５万人以上のところは市ということになって

まして、２５万人未満の市及び市町村については置くことができるということですので、必ずしも

置かなきゃならないということになっていないことから、それに基づいて今お話をさせてもらった

わけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今、本間部長が言われたとおり、これは建築基準法第４条に出てる条文です。これを読みますと、

今一番最初に言ったとおり、政令で指定する人口２５万人以上の市は、その長の指揮監督下による

もので建築主事を置かなければならない、これは強行規定なんです。 

第２項に、その２５万人未満の市町村でも、その長の監督指揮下の中で建築主事を置くことがで

きる、これは任意規定で置いても置かなくてもいいんです、そのとおりなんです。でも、２項にこ

れを持ってきとるんですよ。 

さらに５項で、建築主事を置いてない市町村を除く区域に県で置きなさいと書いてあるんです。

ということは、１項、２項とこういってくれば、５項で市町村で建築主事を置いてないとこは、県

でやりなさいよと言ってるんですよ。その辺の感覚の違いだと思うんですけども、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

建築基準法の中での解釈だと思っていますが、やはり基本的には一般的に２５万人未満のところ

は置くことはできるということですので、必ずしも置かなくてはならんということではないと思っ

てますので、新潟県の場合は今までも県で行ってきたわけですので、それから一番最初に市長が言

いましたように大きい市では置いていますが、それ以外のところは県でやってもらっておるわけで
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すので、引き続き県でやっていただきたいという考えであります。 

今のご質問の中では、いろいろと申請等に不便をかけておるということをお聞きをしたわけであ

りますし、従来までは、ここの地域振興局にいたわけでありますし、ここでそれらが上越へ行った

ということで非常にご不便をかけておるわけでありますので、このことについては地域振興局に要

望をしまして迅速に処理するように、また働きかけさせていただきたいというふうに思っておりま

す。やはりある程度の実態が出てくれば、それらを置くかどうかということは、また別のサイドで

考えなきゃならんと思っておりますが、今のお話を聞けばやはりいろんな事務の流れの中で、いろ

んなやり方が不便をかけているんだろうと思ってますので、そのことをやっぱり県の方に強く言う

のが、まず最初だろうというふうに理解をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

私、先ほどから言ってるとおり、ここに置かなければならないという強行規定ではないよと、初

めから言ってるんですよ。任意規定なんだから置くことができるだから、置いても置かなくても言

い。だから県に任せんならんということないでしょう。市民、住民が困っとったら、我々がどうに

かせんならんということで、こういう規定があるんだったら、我々でやりましょうという気になら

ないかということを言ってるんですよ。 

そこでこの建築主事を置かない、県に任せるんじゃなくて、もし置くとしたらどんな障害がある

から置けないんだということを聞いとるのに、県に任せるからって、それ答弁になってないですよ。

どういう障害があるから置くことができないんだ。ただ県にさえ全部おんぶに抱っこならいいとい

う考えで、障害も何もないけども、ただ県に任せるんだという答弁ですよ、今のは。どういう障害

があるかというのを、ここの市に置くのには、例えば財政的に置くのは難しいとか、そういう担当

能力のある職員がいないから難しいとかという答弁ならいいですよ。県に任せるというのでは、答

弁になってないですよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

大変失礼しました。 

考え方としましては、やはり建築主事につきましては、当市の中では現在の建築士の中ではそれ

らの資格、建築士の資格はありますが、主事の資格を持っている方がいないというのが１点だと思

っております。 

それから、新たに採用すればということになるわけですが、ここら辺については市の中で置くか

どうかということを検討した中で、配置等を考えていかなきゃならんと思っておりますし、やはり

総体的な中では、職員を削減をしながらスリムな行政をするという観点の中から言えば、そこら辺

を詰めた中で配置等の考えをまとめていかなきゃならんというふうに思っております。やはり１つ

には、財政的なものも当然入ってくるんだろうと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

今部長が申し上げました。従前からこの地域におきましては、県がお話のようにとっていたわけ

でございまして、これを糸魚川市に置けないかというようなお話で、非常に今の件数等をとらえた

ときには、まだまだ糸魚川市に置くだけの件数がないのかなということが１つございます。 

ただ、議員が言うように距離的な問題というのも確かにあるんだろうというように思います。そ

ういう中で、いろんな呼び出しがかかると。それに対する時間が非常に大変なんだというようなお

話、これは事実なんだろうというふうに思っております。そういう中で糸魚川市におきましては、

一応、建築主事の資格は３名持っているものがおります。ただ、従前そのような配置の仕方をして

おりませんから、今ここでそのような配置をするということにつきましては、また別途考えなきゃ

ならん問題もあるんだろうというふうに思ってます。ここら辺につきましては距離、件数等を踏ま

える中で、県内の状況等を勘案して、いかにあるべきかということも１つ検討材料かなというふう

に、私ども実務をやってる人間からしますと、そのように感じております。 

それからもう１点、やはり非常に呼び出しがかかるということは、１つは申請者がやっぱりそれ

だけの完全な申請のものをつくってないということもございますし、ここら辺の対応の仕方という

ものも、やはり考えていかなきゃならんだろうし、また、逆に何回も呼び出すような状況のあり方

というものも、やはり県サイドとしていかにあるべきかと。ここら辺はともに反省をする中で、市

としてもそのような状況というものを把握をした中で、県の方にもお願いしていかなきゃならんと

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

大変失礼しました。 

先ほど建築主事はいないということをお話しましたが、３名おりましたので訂正させていただき

ます。 

言う前に次に山﨑課長がしゃべりましたので、遅れましたが、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

山﨑課長の答弁で従来から県に任せてたと、これはそのとおりだと思います。これは糸魚川の地

域振興局に建築主事がいたから、それで皆さんそんなに不便を感じてなかったんです。上越の地域

振興局に全部引き上げられたということになったら、当然、不便を感じているんで、そのときにど

うするかということの対応をやっぱり皆さんで考えて、それでも対応を考えて今みたいな障害があ

るから、やっぱり県に今までどおりお任せするしかないかなという答弁ならいいですよ。 
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そういうことで、今、建築主事の資格を持っている職員が３名いると。３名いるとしたら、やは

りその３名を有効に使う。財政的な問題だと言うけども、財政的な問題なんてないじゃない、今ま

でどおり使ってるんなら。その３名を有効的に使って、建築主事として県の方と協議をして、糸魚

川市に置けばいいんじゃないですか。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に我々も業界内と言いましょうか、細かい細部のものについては理解もしてなかった部分も

あるわけでございまして、今ほどそういった実態を聞かさせていただく中で、我々はじゃあどう対

応すればいいのかというのも、今ほど山﨑建設課長が申し上げたとおり、そういったところを調べ

ながら県とどうすればいいのか。今こういう状況が起きてるということを把握させていただいたわ

けでございますので、その辺とまた今ほどのいただいたご意見等も考えながら、これから県とちょ

っと協議させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

倉又議員。 

○１３番（倉又 稔君） 

今ほど市長の方から、本当にいい答弁が私は返ってきたと思っております。今、建築主事になる

資格の職員が３名いると。ただ、建築主事の職務に携わっていなかったので、なかなかすぐに対応

はできんだろう。そういうときに初めて、この６月議会で条例を制定した糸魚川市の一般職の任期

付職員の採用に関する条例、これを使えばいいじゃないですか。５年を限りと言うけど２年でも

３年でもいい。定年退職した建築主事、県を退職した建築主事がおりますよ。そういう人に、うち

におる建築主事の資格を持った職員が３名いるけども、建築主事を市に置きたいんだけども、まだ

それのノウハウがわからない。そういうことであれば、２年なり３年なり力を貸してくれて、この

任期付のやつで指導してくれと、ノウハウを教えてやってくれよと、そういうことで対応していき

ゃいいんじゃないですか。 

今市長の答弁で、大体私のを検討して協議してみると言われれば、私はこれ以上なかなか突っつ

く内容がなくなったもので、これ以上言いませんけども、そういうことを利用して、やはり前向き

に検討して、県と協議して、ぜひ建築主事を糸魚川の市に置いてもらいたいということを、本当に

真剣に考えてもらうということをお願いして、私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、倉又議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

関連質問なしと認めます。 
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２時５分まで暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時５４分 休憩〉 

 

〈午後２時０５分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、池亀宇太郎議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池亀議員。 〔２３番 池亀宇太郎君登壇〕 

○２３番（池亀宇太郎君） 

私はさきに通告してあります１点について、保守連合会派を代表して市長に質問をいたします。 

１、米田市長に、任期間近となり引き続き市政の運営に取り組むご意志があるか、お聞きいたし

ます。 

平成１７年３月、１市２町での合併がなされ、新糸魚川市の初代市長に就任されて３年５カ月が

経過しました。 

任期前半には予想もしなかった地域医療を担う中核病院が閉院となり、これからの市の地域医療

などどうなることかと心配されましたが、市長の懸命な努力により成果を上げることができました。 

しかしながら、１期４年でなし遂げられない課題もたくさん残っていると思います。 

市長２期目に向かって、引き続き市政運営に取り組むご意志があるかお聞きいたします。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

池亀議員のご質問は、大変温かいお言葉と受けとめ、お答えをさせていただきます。 

平成の時代は、国際的にも国内においても激動の時代と言われる中で、１市２町が合併をして新

糸魚川市が誕生し、初代の市長に就任をさせていただいたことは大変光栄であり、また責任の重さ

を感じているところであります。 

私は公約といたしまして３つの地域のよさを生かした、活力のある元気な新市をつくろうと、

６つのつながりを訴えてこれまで施策に反映し、みずから行動を起こしてまいりました。 

この３年５カ月の間に取り組んできたことを大別いたしますと、１つ目には、一日も早く新市と

しての一体化を図るために新市の課題を訴え、市民の声を聞く市政懇談会や、幹部職員による地域

懇談会を行い、新市の一体化施策に取り組んでまいりました。 

２つ目には、合併時に多くの市民によって策定をされた新糸魚川市の新市建設計画を基本とした

総合計画を策定し、「翠の交流都市 さわやか すこやか 輝きのまち」を実現するため、２年目
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ではありますが予算に反映させて、鋭意取り組んできているところであります。 

３つ目には、これまで途切れていた国、県とのつながりを回復するために国会議員、県会議員と

の連携を図り、県及び中央各官庁とのパイプの強化に努めてまいりました。おかげさまで、当市の

置かれている立場や事業要請につきましても、理解をいただけるようになってまいりましたので、

さらに連携強化に努めてまいる所存であります。 

新市となりまして、まだ日も浅いこともあり、多くの課題を抱える中で具体的な成果があらわれ

ていないものもありますが、１つ１つ着実に解決していかなければならないと思っております。 

このような状況のもとで、一定の道筋をつけるまで市政運営に努めることが初代市長の任務であ

り、また、その責任を全うせよと多くの市民から要請をされております。 

引き続き市民の幸せに向けた市政に取り組んでまいりたい所存でありますので、ご理解とご協力

いただきたいとお願い申し上げ、お答えとさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池亀議員。 〔２３番 池亀宇太郎君登壇〕 

○２３番（池亀宇太郎君） 

ただいま市長の答弁で、２期目に向かってのご意志をお聞かせいただき、大変ありがとうござい

ました。 

市長の職務は大変な激務と理解をしております。私は市長は２期務めて、初めてご自身の政策手

腕が評価されるのではないかと思っております。ぜひひとつ健康にご留意をされ、頑張っていただ

きますようお願いを申し上げ、私の質問を終わりたいと思います。答弁は要りません。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、池亀議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

関連質問なしと認めます。 

次に、斉藤伸一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 〔１６番 斉藤伸一君登壇〕 

○１６番（斉藤伸一君） 

一般質問として、発言通告書に基づき市長の考えを伺いますので、よろしくお願いいたします。 

１、ジオパークの取組推進について。 

日本初のジオパーク実現が目の前に迫ってきました。糸魚川市の人口減少に歯止めをかけ、活力

あるまちにするため、地質遺産を活かした文化観光の重要施策がジオパークであり、最も期待して

いる認定であることから、取り組みを以下の項目にて伺います。 

(1) 現時点での取組状況について。 

 ① 世界ジオパーク認定までの手順及び日程の予定。 
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 ② 行政として現在までの取組状況。 

 ③ 糸魚川ジオパーク推進市民の会の取組状況。 

(2) 今後の取り組み及び計画の遂行について。 

 ① 関係団体との協議をどのように行うのか。 

 ② 認定に向けた整備のスケジュールは。 

  （道路・看板・ガイドの教育等） 

(3) 市民への周知及び理解への取組強化が必要と考えるが、取り組みをどのように行うのか。 

２、都市交流の推進について。 

糸魚川市の都市交流は、合併により姉妹都市、友好都市、知音都市の計９市町となりました。都

市交流は交流を通じてお互いに発展し合うことが都市交流の意義と考えますが、全市的な交流都市

の認識が薄いと考え、全市的な展開に飛躍するための取り組みを、以下の項目にて伺います。 

(1) 姉妹都市・友好都市・知音都市の都市交流の現状と課題について伺います。 

(2) 国内都市交流の推進強化をどのように行うのか。 

(3) 国際都市交流の提携の考えはどうか。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

斉藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目のジオパーク取り組み推進の１点目の１つ目、世界ジオパーク認定までの手順及び日程に

つきましては、本定例会初日の行政報告で申し上げたとおりでありまして、認定に向けて全力で取

り組んでいるところであります。 

今後のスケジュールといたしましては、昨日４日、日本ジオパーク委員会において書類審査が行

われ、この後、９月３０日、１０月１日、現地調査を経て、１０月末から１１月にかけて、まずは

日本ジオパークが決定される予定となっております。 

この時点において世界ジオパークに申請できる地域も特定され、１２月ごろに世界ジオパークネ

ットワークに申請し書類審査、現地調査を経て、来年の夏から秋には世界ジオパークが決定する予

定であります。 

２つ目、現在までの取り組み状況につきましては、構想の策定やパネル展の開催、学習支援など

を行ってきており、今後は解説板等の整備、ガイドの養成を重点的に取り組んでまいります。 

３つ目、ジオパーク推進市民の会は、取り組み状況につきましては、去る７月５日に設立され、

会員は個人会員１４５人と団体会員１０団体で、現在、ガイドの養成をはじめ会員の学習会、交流

会を中心に活動されております。 

２点目の１つ目、関係団体との協議につきましては、これまでも国、県をはじめ自治会などに説

明や協議を行ってきており、今後は仮称ではありますが、糸魚川ジオパーク協議会を設立し、その

中で協議をしてまいります。 

２つ目、整備のスケジュールにつきましては、リーフレットの発行やガイドの養成、ツアープロ



 

－ 98 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

グラムの作成、解説板等の整備を、今後おおむね３年間で行い、並行して遊歩道、駐車場などの整

備も計画的に行ってまいります。 

また、ガイド認定の制度化を検討し、養成を図るとともに、生涯学習、学校教育と連携した学習

支援を継続してまいります。 

３つ目、市民の皆様への周知につきましては、これまでも広報で毎月特集し、また出前講座、パ

ネル展、学習支援を実施してまいりましたが、今後も講演会の開催などにより一層努めて、周知を

していきたいと考えております。 

２番目の都市交流の推進の１点目、都市交流の現状につきましては、糸魚川市都市交流協会とし

て、本年度、組織と活動が一本化され、９月１日現在、個人会員４６６名、賛助会員１８団体によ

り構成されております。 

主な事業といたしましては、相互の都市訪問やイベントへの参加など民間交流を促進するため、

各種団体の交流に対して補助金等により支援をいたしております。 

また、訪問型の交流事業のあり方や会員数の拡大が課題となっております。 

２点目の推進強化につきましては、都市交流協会の事業のＰＲに引き続き努めてまいりますほか、

各種農林水産物を生かした物産交流をはじめ、スポーツや文化団体など各種団体の民間交流をさら

に促進してまいります。 

３点目、国際都市交流につきましては、商工会議所や観光協会等が中心となって、中国の大連市

やスイス、台湾などとの民間交流を進めておられますが、世界ジオパーク認定後の交流人口の拡大

等を考えますと、アジアを中心とした国々との連携、交流は大切であり、今後の重要課題として検

討してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

まず、ジオパークの関係から２回目の質問をさせていただきます。 

今ほど答弁でありましたスケジュールで、昨日９月４日に書類審査が行われたということであり

ますが、その書類審査の状況を教えていただきたいのですが。ただ書類を審査しただけなのか、大

体この糸魚川市の場合には、大分雰囲気的にいいのか、その状況がわかっていたら、ちょっと教え

ていただきたいんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

昨日の書類審査は、７月１８日に申請書を提出させてもらいまして、その辺で学芸員と職員が参

りまして、各審査委員のところでプレゼンテーションと言いますか、そういうことで紹介をさせて
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もらって、なおかつ質疑をちょうだいしてるということであります。 

職員の報告では非常によかったと、上々であったというふうには聞いておりますけども、そうい

う報告があります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

もう１点教えていただきたいんですが、その後、現地調査が行われるということでありますが、

その現地調査は何名ぐらい来られるのか、どういう形で来るのかという詳細なことを、少し教えて

いただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

きょう入った情報によりますと、現地調査の方は９月３０日と１０月１日なんですけども、それ

ぞれ２名の方が、こちらの方へ現地調査に参るということであります。ジオパーク委員会の委員の

方２名が、現地調査に参るということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

そこで現地調査の後、１０月から１１月、日本ジオパークに決定するというスケジュールである

んですが、これお聞きしたいのは、もしも１０月から１１月の日本ジオパークに糸魚川市が認定さ

れた場合に、糸魚川市としてはどのようなアピール及びフォーラムをして、市長がまた全国に向け

て世界ジオパーク認定の宣言をするとか、市民に大いに集まっていただいて「行け、行け」、来年

選挙なんですが、決起集会的なものにもっていくのか。そこの日本ジオパークに認定された後の糸

魚川市の対応は、どのように考えておられるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

１０月末から１１月にかけまして日本ジオパークが決定されます。そのときに一緒に世界ジオパ

ークに申請できる地域、予想では３地域ぐらいということで聞いておりますけども、そこも特定さ

れるということであります。 

したがいまして、その辺につきましては、今９月３０日、１０月１日の現地調査等の感触を踏ま

えて、そのときの対応については検討したいと思っています。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

私は糸魚川市の市民に、まだまだそのジオパークの周知が不足してるという感覚を持っておりま

す。日本ジオパークに認定された折には、やはり市民に夢を与え、世界ジオパーク認定に向けて市

全体がやはりその気になるような道筋を、ぜひつけていただきたいと思います。 

そこで１点、心配なことがあるんですが、前回、６月議会において久保田議員から質問があった

とき、また、初日の行政報告でもあるんですが、糸魚川ジオパーク推進協議会の設立に取り組んで

まいりますという、６月のときもそうでありますし、これからもそのことを考えておるということ

でありますが、その協議会の構成というものは、どういう構成でいくのか、どういうことを目標に

向けての取り組み。人数何名ぐらい、詳細な事柄について教えていただきたい。 

それから、先ほどから６月のときには織田課長の方から、夏ごろにはという答弁をもらっている

んですが、もう夏を過ぎようという事柄があるもんですから、できるだけ早くという意味合いも込

めて、いつ設置、設立をするのか、このことも踏まえて教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

現在、仮称ですけども、糸魚川ジオパーク協議会、これを設立しようということで準備をしてお

ります。部内的に今協議が進んでおりまして、これから各関係団体、今予定されます関係団体は

３０団体ほどになりますけども、関係団体の方にその辺の要請をさせてもらいまして、９月末か

１０月早々には設立をしたいというふうに考えております。 

そこにはジオパーク協議会ということで総会もございますけども、加盟による総会ですけども、

そのほかに運営委員会というものを設立をします。なおかつ部会を、現在３つほどの部会に分けま

して、部会を設置したいというふうに考えております。 

ただ、その組織につきましてはやはりジオパーク協議会、正式に発足した段階で、その辺の部会

の数なり、それから部会の構成なりは、その総会の中で協議をさせてもらいたいということで考え

ております。 

ただ、そういうことで部会を３つほど設置し、なおかつそのほかに現在候補地として２４カ所ご

ざいますけども、そこのところで各地区に地域ジオパーク運営協議会というものを設立したいとい

うふうに考えております。したがいまして、その２４カ所の代表も踏まえて、運営委員会等を形成

をしたいと思っております。 

ただ、候補地２４カ所ですけども、中には地元と言いますか、関係団体がなかなか特定できない

ところも一応考えられますので、当面は２４カ所すべてということで対応してまいりたいんですけ

ども、中には特定の地元がないということで、その辺どうなるか。また１カ所でなくて、２カ所、

３カ所のジオパークが一緒になって協議会をつくるということも考えられます。 
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そういったことで２４カ所の方、数はちょっと今後のあれですけども、一応そういう形でジオパ

ーク協議会をつくって、市全体で官民一緒になって対応したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

今ほどの糸魚川ジオパーク協議会とは別に、平成２０年７月５日に糸魚川ジオパーク推進市民の

会が設立され、早々とジオパーク認定に向けて勉強会をやったり、それからガイドの養成等を行っ

たり、聞きますと毎月学習会を行っておるということで、先立って市民の会が頑張っておられるん

ですが。 

このことでちょっと聞きたいんですが、今現在、この推進市民の会の会員数、個人の会員数及び

団体数を教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほど市長からも答弁させてもらいましたけども、会員数は個人会員で１４５人、団体会員が

１０団体となっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

私が考えていた会員数というのは、もっともっと多い数の人たちがジオパーク認定に向かって市

民の皆さんが介入して、要は個人会員は１,０００円ですが、小さな１,０００円でも多く集まれば、

その事業に取り組むことによっても事業費が大きくなれば、もっともっと活動ができる。１４５人

というのは、えらい私の感覚では少ない気がいたします。 

そこでちょっとお聞きしたいんですが、この会員数の中には、小・中・高校生も含まれているん

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

今現在の会員名簿から見ますと、小学生、中学生、高校生の名前はないように思われます。ただ、

このジオパーク推進市民の会の会則では、第４条の会員では、小・中・高校生も含むということで

規定してございますので、今後、その辺の会の方で、勧誘等されるんではないかなと思っておりま

す。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

７月に設立されたばかりで、これから大いに拡大を図っていくということで、今取り組んでおる

んであろうと思いますが、やはりただ個人会員、内容を見ますと生涯学習とか、それから文化の関

係のそういう人たちばかりが、今会員になっているんではないかという考えを持っております。そ

うではなく、やはり規約にも小・中・高校生も大いに入っていいんですよということであれば、学

校へも話をして、学校の児童生徒もともに糸魚川市のジオパーク認定に向かって頑張ろう。また、

学習会や何かも小・中・高校生もともに、糸魚川にはすばらしい地質があるんだという、こういう

やはり認知も必要ではないかと。 

それから、もう１点は団体が１０団体、これは２０年度の収入支出予算書を見ているんですが、

ここには予算で１０団体ってあるんですね。今現在１０団体、もう大体予算の１０団体がそろった

から、あとはそんなもんでいいわという行政的な予算に合わせてやることではなく、予算は１０団

体の予定ではあるけども、もっともっと団体の方々にも声をかけて、大いに頑張っていこうではな

いかという、こういう取り組みをしていただきたい。これからということもあるので、今提言で申

し上げておきますが。 

もう１点は、それでは市の職員は何名、ここの会員になられているんか、お聞きしたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

このジオパーク推進市民の会の皆様方のお立ち上げ、本当に感謝いたしております。また、この

動き方というのは、非常にこの認定に向けて大きくカウントされております。ドイツへ行ったとき

の国際会議の発表、そしてまた今回書類を提出し、そして４日の日のきのうのプレゼンにいたしま

しても、推進市民の会の皆様方の立ち上がりというのを、非常に大きくとらえていただいておりま

す。 

これにつきましては、今ほど議員ご指摘の部分があるわけでありますが、今非常にこのジオパー

クの認定、そしてまた各ジオパークとの方向性というのもありまして、その辺が明確になったり、

またジオパークとして認定された後のこの動き方によって、いろんな活動する場というのが出てく

ると思っております。そういう中において、いろんなご活躍いただける部分で参入いただけるんだ

ろうと思っておるわけでありまして、当然これでよしとしているわけではございません。まだまだ

入っていただく、またご加入いただきたいという非常に気持ちでおるわけでございまして、進めて

いきたいと思っております。 

今、市の職員は何名入っているかというのは、また課長の方から答弁させていただきますが、非

常に今そのようなことで進めさせていただいて、まだまだこの事業を進めていく中において、今ほ

ど言いましたようなご活躍していただける場というのも、これから必要になってくるんだろうと思
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うわけでございますので、その中で、またお呼びかけをさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市民の会の市の職員ですけども、今会員になっているのは２３名であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

１４５名のうちの市の職員は２３名、これは糸魚川の米田市長がもう取得するんだと、もうトッ

プがそういうことを打ち出して、市民の皆さんもともに頑張ろうということでいる。また、市の職

員に対しては、ジオパークの研修をしておるわけなんですよね。 

市長は前々から市の職員に、地域での行事や何かあったときには、市の職員は大いに現地に入っ

て、地元に入って、ともに市民の声を吸い上げ、それを生かしてやるために、大いに職員が市民と

ともに協働の考えのもとにやりなさいと訴えておるわけなんですね。市長ばっかりが頑張っていて

も、市の職員が私たちは関係ありませんよ、市長が一生懸命頑張って、市民の方も頑張っておれば

いいんだと。私たちは行政だから、書類を一生懸命仕事するだけの仕事なんだと。そんな考えでは、

私はいけないと、こういう心配事があるもんですから。 

ぜひこの２３名、これは確かに市民の会ですから、任意の団体でありますから、加入については

市長からのトップダウンで、入りなさいというわけにいかないと思いますが、市の職員もやはり糸

魚川市世界ジオパーク認定に向かっての取り組みの姿勢を大いに見せるためにも、ある程度の指導

が必要ではないかと思うんですが、そこら辺。 

確かに、市会議員の入会の数の少ないのも気になるところなんですが、そこら辺もちょっとお聞

きいたしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

ジオパーク推進市民の会は、それぞれ民間の方々が発起しまして、それで自主的に設立させたも

のであります。 

職員の方、参加者は２３名ということで少ないんですけども、職員に呼びかけることも考えたん

ですけども、そうした場合、予想されるのは相当の職員が会員になると。この会の大多数と言いま

すか、過半数が市の職員というのもどうかなというのもあります。そういう懸念もしておりますの

で、その辺についてはジオパーク推進市民の会の事務局と、ちょっとその辺について相談をさせて

もらいたいと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

私はこのジオパークの認定取得に向けて、糸魚川市もちょうど行政の変革、改革のいいチャンス

ではないか。糸魚川市は市民との協働による取り組み、これを確立するいいチャンスではないかと、

こういうふうに踏まえておるわけなんであります。 

だから市民の会の人たちと、事務局は市が事務局となっておるわけで、そこら辺、協働でいろい

ろ話し合いながら、拡大するためにはどうあるべきかという話し合いを、大いにしていただきたい。

今までのように市の仕事だけをしていればいいというんではなく、大いに出向いたり、また、市民

に出てきたりして、打ち合わせを拡大するためには会議ということでなくても、大いにいろんな打

ち合わせを行ってもらいたい。 

特にもう１つは、市長は６月定例会において久保田議員のジオパークの質問に、「非常に短期間

ですべてをやらなくてはいけない中で、少しは後先になる部分があろうと思うわけですが、その辺

はご容赦いただきたい。」と言っております。 

確かに短期間なんですよね。あと２カ月で日本ジオパークの決定、世界ジオパークは来年の夏ご

ろ決定、だからこそ私は看板とか、インフラとか、そういうものは後回しでいいんですが、一番大

切なハードよりもソフトの部分。教育に関すること、また今ほどの協働の取り組みとか、そういう

ソフトの面。ガイドの育成、市民への周知、そういうものについて大いに力を入れていただきたい、

そう思うわけであります。だんだんだんだん、予定よりも遅くなるばかりなんですね。そこで先ほ

どからいいチャンスだと踏まえていますのは、市の職員の仕事の仕方も、今までとは違ったやり方

をしていかなければいけない。 

これもまた市長は、こういうことを言っております。「今までの事業のように構想をつくって、

そして計画をつくって実行していくというやり方と違って、すべて一気にやらなくてはいけない状

況にて、皆様にご理解できない部分もあるが、理解いただくよう努めていく。」と言っています。 

私は本当に今回はチャンスととらえて、行政と市民の協働によるまちづくりの構築をするために、

市の職員も作業の仕方を知恵を出しながら作業効率、また、やり方を大いに変えるいいチャンス。

市の職員もだんだんだんだん、先ほども話がありましたが定数が減っていくわけであります。人数

が少なくなれば、それに向けて作業の仕方も、今までと同じようなやり方をやっていたんでは遅れ

るばかりということもあり、ぜひこのことについては作業効率のアップ、段取りも含めた中で知恵

を出して、大いに世界ジオパーク認定に向けて取り組んでいただきたいということを申し述べまし

て、次に移ります。 

まず、知音都市交流について伺います。 

私たち新政会は７月２３日に、政務調査にて知音都市交流の推進について、島根県の浜田市へ研

修に行ってまいりました。浜田市議会議長ほか担当者との意見交換を行ったのですが、議長から、

従前から知音都市交流として交流していた金城町が、平成１７年度に市町村合併を行ったが、新浜

田市全域に知音都市交流が周知されておらず、来年の交流２０周年が浜田市で開催されることから、

新たな交流事業として構築していきたいと言っておりました。 
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糸魚川市も合併後も知音都市の周知が、なかなか思ったようにいってなかったんではないかと、

私はそういうふうに考えております。糸魚川市は知音都市交流協会糸魚川市民の会が解散され、能

生地域や青海地域も含めた大きな組織として知音都市交流を発展させるため、都市交流協会と組織

を一本化いたしました。 

そこでお聞きしますが、糸魚川市都市交流協会の会長は米田市長であり、また、事務局は総務課

にて、糸魚川市の知音都市交流の発展を一本化したということについては、糸魚川市の知音都市交

流の方は、拡大イコール発展をどのように考えているのか。また、全体の知音都市交流、来年は

２０周年に当たるんですが、今度全体の知音都市交流の発展を図る取り組みは、どのように考えて

いるのか。この２点について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

今、知音都市交流が、ことし都市交流協会の方へ一本化されたということでございました。 

知音都市交流も早いもので、来年で２０周年を迎えるわけであります。その中で今おっしゃいま

した浜田市、元の金城町でありますが、金城町は島根県でございまして大変遠いところにあるわけ

でありまして、それと長野市、それから今の長野県の中野市と、この３つは非常に近いところにあ

るわけでありまして、どうしてもやっぱり島根県との距離の差、距離というのは、これは大きなも

のがあったと思っております。 

いずれにいたしましても２０年、今のところは１９年たったわけですが、知音都市交流の中でい

ろいろな事業をやってまいりましたけども、やはりどうしてもその中でマンネリ化する部分、ある

いは会員の伸び悩み、いろいろあるわけでありますし、また、私ども糸魚川市といたしまして、逆

に今度は姉妹都市、あるいは友好都市、それぞれいろいろな都市交流をやっとるわけでありまして、

そういったものが一体化する中で、また新たなものができるんでないかということで、知音都市交

流の方は、ことし脱退をさせていただいたところであります。 

２０周年記念事業につきましては、今、旧金城町、今の金城支所でございますけども、そちらの

方で今一生懸命お取り組みをされておりますし、また、私ども糸魚川市を含め３つの市が、旧金城

町、いわゆる浜田市と事務担当者の会議を行いながら、来年はどのような記念事業をやるかという

ことを、担当者間で今詰めてるところでございまして、これが１つの大きな今後の発展につながれ

ばいいなというふうに考えておりますけども、一方、やはりマンネリ化というのは、どうしてもこ

れはつきものでありまして、事業のあり方についてもいろいろと課題は多いわけでありまして、特

に市民の会を中心として行ってきた知音都市交流でございまして、そこら辺、行政の支援のあり方

も含めて、また、課題として残っているんじゃないかなというふうに考えておるところでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 
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どうも熱意が薄いような感覚が受けるんですね、周知、ＰＲの仕方。データ的に、まずこの糸魚

川市の都市交流協会の合併前、旧糸魚川市の協会の人数と、それから合併後の平成２０年は、まだ

ことしですから、平成１９年度の会員数、教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

都市交流協会の会員数、昨年の１９年度は４１６人でございます。今現在、いわゆる知音都市交

流も含めた合併後の２０年９月現在、今現在では４６６人ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

田村課長、私の質問は、合併前の平成１６年度の会員数と、合併後の平成１９年度の人数を。今

現在ふえているのは、これは知音都市交流の推進協会が解散して、その方々が入ったからちょっと

ふえてると思うんですが、私の言う平成１６年と１９年の数を教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

失礼いたしました。合併と言いますものですから、知音都市が合併してのあれだと思いまして、

勘違いしておりました。 

平成１６年度の段階では４０５人でございます。したがいまして、平成１９年度段階では１１人

ふえたということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

私が言いたいのは合併した後、新しい糸魚川市として生まれたことでもあり、都市交流もどうあ

るべきかと総合計画の中にもうたってきてるわけなんですね。その割には合併前と合併後では、た

った１１人しか変動がない。これ数だけみますと、単純に判断すると能生地域及び青海地域に、こ

の都市交流協会というアピールが不足しているんではないかと、私はそう考えます。 

課長ね、都市交流協会の会員になると、特権があるということも大いに皆さんに訴えなきゃいけ

ない。たしか年間１,０００円の会費を払うと、会員になると市内の割引サービス、協力店でサー

ビスが受けられるお得な制度があるんですよね。これをぜひ皆さんにアピールするために、少し説

明してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

斉藤議員ご指摘のとおり、非常に交流人口をふやさなくちゃいけない。そして地域間連携をする

中において、やはり防災協定などを結んで進めてきた中において、さらに大きくしなくてはいけな

いという考えであるわけでありますが、どうもこの合併をいたしました中におきまして、確かに糸

魚川市の対応もあるわけでありますが、相手の方々のやっぱり対応もございまして、合併をいたし

ました中において、果たして他の地域と、その辺がうまくいくのかというようなこともありまして、

決して途切れたり、つながりを切ったわけではございませんが、どうも消極的なつながりでしか今

いってないのが実情だろうと思っておりまして、その辺を今ほど冒頭に説明させていただいたよう

に、例えば浜田市の中において金城の位置づけがどうなったかというとこと、同じような状況もあ

るとこもあったり、また糸魚川市もご存じのように、旧市町ではいろんな連携があって、なかなか

その辺もまだしっくりいってないような気がいたしております。 

そういう中で私は、決してこれはすべて１つだけということじゃなくて、この姉妹都市、そして

友好都市、知音都市は、同じような１本となったわけでございますので、その中でもう少しパイプ、

連携を深めていきたいと思っておる次第であります。 

しかし、残念ですが行事をやると、以前からもう長い間やってきてるわけでございますから、ど

うしても行事がマンネリ化してるのか、考え方がもう固まってるのか、なかなかふえてこないのが

実情であります。そのようなことから、今回、特に知音都市も加わったわけでありますが、また今

ほど言ったように少し感覚、見方を変えなくちゃいけないんだろうと思っておりまして、その辺を

変えて、やはりリフレッシュして、また再出発的にとらえていかなくちゃいけないんだろうと考え

させていただいております。 

今言われたご質問について、また担当課からも説明すると思いますが、まず私は今消極的になっ

てるというのは、私も現実だろうと感じておりまして、私自身も市民号で行きたいと思いながら、

なかなか市長になってから１回も行ってないのが実情でございまして、そこらあたりも原因かなと

思っております。 

しかし、今職員の互助会の１つの旅行と言いましょうか、回る研修プランの中にそういうものを

つくって、この近いとこだけなんですが知音都市、そしてまた姉妹都市の再確認をするプランもつ

くっておるわけでございまして、そのように少しずつでありますが、そういうようなことも考えて

進めさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

確かにそれぞれの友好都市、知音都市、それぞれの歩み方も違っておったわけでございます。 

例えば旧能生町におきましては、多くの友好都市があったわけでございます。そこら辺は行政と

議員の皆さんが中心であって、そういったつながりで行ってきたという歴史もあるわけでございま

すし、また、旧青海町におきましての山形村も、例えば物産交流が中心であったというようなこと
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から、例えばそういうような交流の中で、今まで歩んできたということもあるのかなとは思ってお

りますが、確かに旧糸魚川市のものとして遠慮があるのかもしれませんが、ちなみに今現在

４６６のうちの８７％は旧糸魚川市のものでありまして、旧能生町、旧青海町の皆さんからは、そ

れほど入っていただいていないという現状があります。 

ただ、例えば旧能生町におきましても、例えば臨海学校あたりでも塩尻の皆さんがお使いいただ

いている。そういうようなものは、これまた姉妹都市の絆から、そういうような形ができておるの

ではないかなと、こういうふうに思っておりますし、また都市交流におきましても、例えば青海の

町におきましても、山形村とのそういった交流も今も続けられておるわけでありますし、そういっ

たところを特に商工会、あるいは観光協会、そういったところからでも、ぜひ都市交流協会に入っ

ていただくよう、また運動、活動を進めてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

田村課長ね、私の言ってることを何も聞いてないんですか。私が質問したのは、周知がまだ不足

している。この糸魚川市都市交流協会に加入すると、割引の特権が受けられるんでないかと。あな

たは市長が言ったことを、また同じことを繰り返して言っておるんじゃないですか。 

私はその特権がある割引サービスはどんなものなのか説明をして、能生地域、青海地域の人たち

にも、大いに拡充を図ってもらいたいために、あなたに説明をお願いしとるんですよ。そんなこと

を聞いとるんじゃないんですよ。お願いしますよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

すみません、謝りっぱなしで申しわけございません。 

確かに割引サービスが糸魚川市として、これは都市交流協会会員割引ということでございます。

例えば学ぶというような形の中では、いろいろな美術館だとか、私ども行政直営ではありますが、

フォッサマグナミュージアムだとか、歴史民俗資料館だとか、そういった個人に団体料金の該当を

するとか。あるいは、またお使いいただく商店におきましても、いろいろな割引サービス、あるい

はプレゼントというようなものも確かにございます。１つずつ挙げれば切りがないわけであります

けども、例えば宿泊施設では料金の５％割引でありますとか、あるいは食堂、お寿司屋さんでは

５％割引、あるいは中には１０％割引というような、そういった割引制度も持っております。 

また、さらには糸魚川市だけではございませんで、塩尻市にまいったときにも例えば木曽くらし

の工芸館でお買い物をし、会員券を見せますと５％の割引になるというような特権がございます。 

正直に言いますと、私は会員でございますけども、根があれなもんですから、まだ割引サービス

を受けたことがないもんですから、なかなかそういうようなところで大変失礼いたしました。いろ

いろなそういう割引サービスがあるということは承知しておりますし、また、さらには周知をして

まいりたいと、このように思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

田村課長ばっかり怒ってるみたいで申しわけないけど、何か割引を受けてないということになる

と、なかなか拡張のための取り組みを全然やってないって、自分自身で言ってるようなもんじゃな

いですか。 

糸魚川にもいろんな協力店はあるけれども、能生でもシャルマンとか柵口、それからレストラン、

青海では山本石油ではガソリンまで割引をしている。それから糸魚川の飲み屋さんも、もちろん食

堂も、これを見ると割引をしてくれるんです。こういうことを、能生、青海にも協力店があり、一

生懸命都市交流のために協力をしてくださっているお店もあるんですよと、ここら辺を大いに訴え

ていただきたい。もう自分が割引を受けたこともないということは、こんなん失言ですよ、私に言

わせれば。 

もう１点、少し能生地域と青海地域の違い、周知不足をちょっと説明していただきたいんですが、

糸魚川の都市交流というのは、長野県塩尻市と姉妹都市を結んでいる。それから友好都市は北海道

新ひだか町、岩手県葛巻町、長野県山形村、福井県大野市、兵庫県南あわじ市が友好都市。 

それから知音都市としては、長野県長野市、長野県中野市、島根県浜田市、糸魚川市が知音都市

交流になっているわけです。 

それで都市交流協会の事業としては、姉妹都市に向けては大いにその会員の事業費で、いろんな

行事、事業を行っておるんですが、友好都市の都市交流についても、この都市交流協会から支援金

が出される、これも皆さん知らないのが多いんではないか。 

平成１９年度の糸魚川市の都市交流協会の事業報告、姉妹都市は別にしても、ここでは８月

１１日から青海の剣道クラブが山形村へ、それから１１月４日には青海町観光協会で物産販売、道

祖神と新そばまつりとして山形村へ。なぜ能生町がないのか。能生町はこれからいきますと、旧能

生町の場合には、北海道新ひだか町、岩手県葛巻町、福井県大野市、兵庫県南あわじ市と４つも交

流していた。それが新糸魚川市になってからは、友好都市としての交流をやっておる。交流する場

合には支援金があたる、これは能生地域の人たちは知らないんでないですか。交流するのに、これ

は申請してなくて、自分たちで全部払ってやっているんですか。これ平成１９年度に能生地域との

交流がないというのはなぜかと、ちょっと見解を教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

すみません。私どもも今手元にある資料では、いわゆる交流協会の今、斉藤議員が見ておられる

ものと一緒のものを見とるわけでありますけども、能生地域のものについては先ほど申しましたよ

うに、例えば行政とか議会とか、そういったものの交流から現在までまいってるというふうに聞い

ておりまして、具体的にそういった市民交流というのは、私のちょっと認識不足かもしれませんけ

ども、その中にはちょっとないんでございますけども、協会の中では、ちょっと今この中には入れ
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てないところであります。すみません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

これについては、ここら辺にしときますが、私は糸魚川市の都市交流を推進するためには、やは

り先ほどからジオパークもそうですけれども、行政と市民の協働による取り組みのため、糸魚川市

の都市交流協会を上越市の体育協会のように、ＮＰＯで取り組むべきでないかという考えなんであ

ります。 

これはなぜかと言いますと、糸魚川市の自治体が都市交流協会の事務を最初から、もう都市交流

協会の事務が市役所の中にある。そういうことによって、都市交流協会の会員である市民は、会費

を払っている以上、サービスを受ける立場にあると考えてしまい、行政に対しておんぶに抱っこ的

になり、自発的に交流していく姿勢が薄れるのではないかという考えなんであります。 

組織もスポーツや産業及び教育等の部会をつくり、ジオパークのときもそうですが、交流のため

の交流だけではなく、地域社会が抱えるさまざまな社会問題や、農業、企業をも含めて、問題解決

型の交流も実施していくべきと意見を申し述べまして、次の質問に移ります。 

国際交流、これについては市長の方からジオパークの関係もあり、重要課題として取り組んでい

く。今現在はこの段階であり、これから検討していく。ジオパークの認定に向けてと並行していく

ことであろうと思いますので、これについてはぜひ推進を考えていただきたいということにとどめ

ておきますが。 

ただ、まず糸魚川市にいる外国人、ほかとの交流よりも、まず糸魚川市にいる外国人の皆さんの

教育。また、ともに頑張る強化が必要と考えておりますが、まず糸魚川市におる登録されとる外国

人の数及び、これは私のいつもの質問なんですが、一番多い外国人の順位をちょっと教えていただ

きたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

８月時点でございますけども、１番多いのは中国の方が１３９人、全体で３５７人いらっしゃい

ますけども、そのうちの３８.９％であります。２番目がフィリピン１２１人、３３.９％、３番目

が韓国の方でございまして、これが４９人、１３.７％、この３つの国だけで８６.５％ということ

になっておりまして、４番目がインドネシア人で１８人、これで９１.６％になるわけであります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

これからジオパーク、また国際交流をしていく場合には、その糸魚川にいる外国人の人たちの協
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力も必要となってくるわけでありますが、これは関連になると思うんですが、外国人に対する今、

対応と言うんですか、日本語とか。今現在いる外国人に対する市としての取り組みは、どういうも

のがあるのか教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

いわゆる市内におられる外国の方々、異国で大変辛い思いをされてる場合もございますし、また、

日本の生活に慣れるということになりますと、なかなか難しいものもあるんだろうと、このように

考えております。 

昨年と言いますか、１９年度の予算の中で、いわゆる外国人の生活ガイドブックというようなも

のをつくらせていただきました。今ほど申し上げましたように、中国とフィリピンの方が合わせる

と約７割ぐらいになるわけでありまして、中国語の生活ガイドブック２００部、それからいわゆる

フィリピンのタガログ語のガイドブック２００部。これはいわゆる糸魚川市の市民生活にかかわる

もの、例えば病気でありますとか、市役所の窓口での手続だとか、そういったものも入っておりま

すし、またごみの分け方、そういったもの、あるいは外国人の生活相談室の案内なども、この中に

入っておるわけであります。 

また、日本語教室というような日本人との交流の、そういった市民の会がございまして、そうい

ったところの交流に対して、いろいろな相談に乗っておるというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

ジオパークは中国関係、アジア関係とヨーロッパ関係が、主にジオパークに認定されてる箇所が

多い。当糸魚川市もこのように見ますと、中国人、フィリピン人、韓国、アジアの方々が多いわけ

であります。ということは糸魚川市がこれから、市長もアジアを重点に課題として取り組んでいく

ということになれば、やはり通訳や何かも必要になってくると思うんですが、前にも私、聞いたと

思うんですが、市の職員で、まずこれは共通語として英語が一番共通だと思うわけでありますから、

市の職員の中で、そら英語検定１級とか２級とか、そういうのは別にして、簡単であっても通訳と

して英語がしゃべれる、通訳の役割ができる職員というのは、大体どれぐらいおられるのか教えて

いただきたい。 

それから、これからジオパークも含めて、国際交流も含めて、市の職員の中でも英語の勉強会、

通訳、アジアの中国語など、これから必要になってくると思うんですが、これの教育も大いに行っ

ていかなければいけない。その勉強のための市からの補助、職員に対する、検定を受けるには補助

が必要になってくると思うんですが、そういう取り組みについて２点。 

要は市の職員でしゃべれる方は何名、それから、これから勉強しようという人たちへの補助につ

いては、どのように考えているのか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

この質問につきましては、昨年の６月にも斉藤議員からいただいておりまして、ことしも同じよ

うなことを言わなきゃいけないんでございまして、職員一人一人と面接して、英語が堪能かどうか

というのはちょっと確かめておりませんので、また同じことを言わせてもらいますが、英語検定

２級以上の職員が今現在９人おります。昨年１０人ということでありましたが、１人退職されまし

たので９人ということでございます。９人おられて、これはすべていわゆる専門学校、あるいは大

学で、自分で学んで資格を取ってこられた方々であります。 

それで、ことしからでございますけども、英語と言いますか、そういった外国語の資格の取得だ

けではございませんが、職員に向けて自学研修。例えば通信教育でありますとか、大学であります

とか、専門学校。あるいは生涯学習ですか、そういったものの通信教育もあるわけでありまして、

そういったもの。また、資格を取りたいという積極的な職員に対して、自学研修の支援制度という

ものを、実は研修費用の中に盛り込んでおります。 

そういったものを使いながら、もちろんこれは本人のやる気が一番大きいわけでございまして、

いろいろと満度の補助ではございませんけども、いかほどか支援をするという形で既に今、件数は

ちょっと今ここでは把握しておりませんが、いろいろな資格検定、そういったものに助成をいたし

ておるというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤議員。 

○１６番（斉藤伸一君） 

市長、こういうことなんですね。昨年も一般質問をさせていただいたけども、また今回もやって

も同じこと。要は一般質問が何であったのか。じゃあそのときに一般質問で検討します、今後の研

究課題とさせてください。その場が終われば何ら検討も処置もしてないうちに、また私たちにすれ

ば、同じことをまた何回も言わなきゃいけない。 

どうも不信感が募ってくるのは、委員会で集約したこと、また市外調査してきたことの委員長報

告についても、ただそこだけで、聞いとるだけで終わっとるんでないか。こういう不信感が芽生え

てくるわけであります。 

市長、ジオパーク、それから国際交流にしても、これから市の職員も減数、だんだんだんだん減

ってくるわけでありますから、やはり副市長は一生懸命、教育を行っておるようですが、ぜひ市の

職員の意識改革も含めて、よい糸魚川市をつくっていただきたいことを申し述べまして、終わりに

いたします。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、斉藤議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 
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〈午後３時１４分 延会〉 
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